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集団検診日程表　　　　屋良小学校金管バンド
’90金管バンドフェスティバル

く西日本大会〉で

好評を博す

‖ �噸日 �内　　　答 �時　間 �場　所 �該当者 

％ �火 �南区集ロ日興診 �午前9：30 －3：30 �南区自治会 事務所 �南区区尺 

％ �水 �l′　（胃検診） �ll t胃片倉午削】I �／l �lJ 

％ �木 �操　体　枚　室 �午前10：00 ～11：30 �福　祉 センター �町　　尺 

％ �日 �狂犬病予防接捜 �午前9：30 －4：（XI �判帥（上朗治） 午礁（西匡自‡始） � 

％ �木 �操　体　枚　室 �午前10：（氾 ～11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �水 �DPT予防接種 �午後1：20 －1：50 �lI �満2歳－ 4歳未満 

％ �木 �棟　体　教　室 �午前10：00 －11：30 �lI �町　　民 

％ �木 �母子推進員定例会 �午後2：00 －4：00 �町役場 �母子保健 推進貝 

％ �金 �リ　ハビリ　教室 �午後1：30 －3：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �土 �日本脳炎予防楼織 �午後1：α） －2：45 �〃 �痛3歳～5歳 各幼椎蘭 庭良小学校 

％ �月 �歯みかき相談 �午後2：00 －4：00 �／′ �元年3月4月 5月生 

％ �火 �■　孔　食　実　習 �午後2：00 －4：00 �lJ �元年11月12月 2年1月生 

野球ボールを寄贈
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3月1日現在の人口

世帯　数 �男　　子 �女　　子 �富十 
真　　区 �728 �1．361 �1．301 �2．662 

上　　区 �421 �733 �773 �1，506 

中　　区 �391 �664 �650 �1．314 

北　　区 �635 �986 �1，082 �2，068 

南　　区 �555 �805 �859 �1，664 

西　　区 �584 �959 �1，021 �1．980 

西浜　区 �748 �1．518 �1，489 �3．007 

小　　言十 �4．062 �7，026 �7．175 �14．201 
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〆．
3月定例会（醜犠島貫）

●平成2年度施政方針

●平成2年度一般会計予算

●嘉手納・続谷

ゴミ合同処理はじまる
●国民年金だより

●お知らせ

●平成元年度健康診査のまとめ　16～17P

標語：みんなで広げよう　ボランティアの輪

去
る
三
月
四
日
、
尼
崎
市
稔
人
目
文
化

セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
カ
イ
ノ
ク
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
．
9
0
金
管
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
西
日
本
大
全
で
屋
良
小
学
校
食

管
ハ
ン
ド
は
、
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歌
」

「
芭
蕪
布
」
を
演
奏
、
好
評
を
裡
ま
し

た。

バ
ン
ド
部
は
、
三
年
生
か
ら
六
年
生

ま
て
の
三
十
五
名
。
学
校
行
事
、
町
内

パ
レ
ー
ド
、
洋
楽
発
表
や
金
管
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
へ
の
参
加
な
ど
が
主

な
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今

年
は
　
「
西
日
本
金
管
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
で
き
た
こ
と
。
そ
れ
が
な
に
よ

り
も
大
き
な
活
動
の
一
つ
で
あ
り
私
達

の
一
生
の
思
い
出
に
な
る
と
思
っ
て
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
ノ

審
査
臼
の
廓
も
「
糸
朴
な
感
じ
と
低

に
あ
る
情
熱
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
し

「
大
変
し
っ
か
り
と
し
た
響
き
で
よ
く

ま
と
ま
っ
て
い
る
」
　
「
柔
ら
か
い
拝
が

と
て
も
好
き
で
す
」
　
「
一
人
一
人
の
基

本
的
な
力
が
つ
い
て
い
る
か
ら
で
き
る
」

と
好
評
で
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
嘉
手
川
北
卜

先
生
は
　
「
√
ど
も
た
ち
が
、
本
土
の
生

徒
た
ち
と
．
H
を
並
へ
て
演
奏
で
き
た
こ

と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
　
と
成

果
を
強
凋
ハ
　
生
徒
の
成
長
に
臼
を
細
め

る。

中
央
公
民
館
・
園
霊
室
よ
り

0
斬
新
図
苦

。
世
界
の
天
然
記
念
物
（
9
巻
）

∴
早
乍
大
打
科
右
薄
‥
2
5
番
）

。
大
の
固
大
地
の
聞
　
（
6
巻
）

。
ほ
ほ
え
み
に
つ
つ
ま
れ
て

C
名
品
関
西
料
如
二
2
巻
）

。
L
心
の
揖
忠
告
席
料
理
　
（
7
巻
）

n
名
品
フ
ラ
ン
ス
料
雌
　
（
7
巻
）

。
糾
日
新
聞
社
の
日
本
の
触
史

（12巻）

福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
は
、
二
叩

の
キ
ャ
ン
プ
終
了
後
、
使
用
し
た
ポ
ー

ル
を
嘉
手
納
町
へ
十
ダ
＼
1
ス
寄
晒
し
て

い
た
ら
　
町
は
こ
の
ポ
ー
ル
を
地
．
几
嘉
手

納
前
校
野
球
部
へ
、
二
日
二
十
八
日
そ

っ
く
り
寄
贈
、
金
城
明
肋
役
か
ら
町
田

努
主
将
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
り

「
年
間
の
予
算
で
買
え
る
の
は
、
ト

ダ
ー
ス
ぐ
ら
い
で
す
。
年
間
七
ト
ダ
ー

ス
は
必
要
。
今
回
の
寄
隅
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
。
今
後
と
も
パ
ノ
ク
ア
ノ
ブ

を
よ
ろ
し
く
お
斬
い
し
た
い
」
　
と
高
江

測
野
球
部
監
督
。
主
将
の
町
田
君
は
「
と

て
も
た
す
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
使
賭
し
た
い
」
　
と
意
欲
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
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「安らぎと生き甲斐にみちたまち、嘉手納」

町の将来像に

2年目をむかえた新嘉手納町総合計画

平成2年度施政方針を表明

ノ皐

平成2年4月1日広報かでな
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平
成
二
年
第
十
四
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
が
三
月
九

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
日
程
で
聞
合
さ
れ
ま
し
た
。

吉
浜
町
長
は
、
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
二
十
件
の
議
案
を
提
案
、
三
月
十
日
の
本
会
議
に
お

い
て
町
政
に
関
す
る
所
信
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
重
要
な
年

と
位
置
づ
け
、
平
等
と
対
話
を
町
政
の
基
本
と
し
て
、

「
生
活
環
境
の
整
備
」
　
「
町
民
福
祉
の
向
上
」
　
「
産
業
の

振
興
」
　
「
教
育
・
文
化
の
向
上
」
　
「
基
地
問
題
」
　
「
行
財

政
」
の
六
項
目
を
重
点
施
策
と
し
て
か
か
げ
、
町
政
運
営

の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

は
　
じ
　
め
　
に

▲
n
》
　
4
r
 
y
 
h

㌦
断

れ
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本
日
、
こ
こ
に
平
成
二
年
第
十
四
回

嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
を
開
会
す
る
に

あ
た
り
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の

提
案
に
先
立
ち
、
私
の
町
政
運
営
の
基

本
的
方
針
に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
町
民
の
支

持
を
い
た
だ
き
町
長
に
耗
任
し
て
以
来
、

早
や
二
期
十
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
　
「
平
等
と
対
話
」
を
町
政
の
基
本
と

し
て
ひ
た
す
ら
町
民
の
福
祉
向
上
と
本

町
の
将
来
像
で
あ
る
　
「
安
ら
ぎ
と
生
き

甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
右
手
納
」
　
の
建

設
に
向
け
た
諸
施
策
の
推
進
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
史
と

共
に
歩
み
平
成
二
年
初
頭
の
任
期
ま
で

一
年
弱
と
な
り
ま
し
た
現
在
、
感
慨
無

塩
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
議
員
諸
賢
を
は

じ
め
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
深
謝

し
、
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
年
度
は
、
激
動
の
二
十
世
紀

を
し
め
く
く
る
九
十
年
代
の
幕
明
け
で

あ
る
と
同
時
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
望

す
る
　
わ
め
て
重
要
な
年
で
あ
り
、
残

さ
れ
た
任
期
の
町
政
運
営
に
決
意
を
折

た
に
最
大
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
土
地
の

高
騰
等
一
部
に
お
い
て
関
越
が
あ
る
も

の
の
、
物
価
は
引
き
続
き
安
定
基
調
で

推
移
し
て
お
り
、
公
共
投
資
、
住
宅
建

設
、
民
間
設
備
投
資
お
よ
び
旺
盛
を
個

人
消
費
に
支
え
ら
れ
た
景
一
冥
京
は
依
然
と

し
て
拡
大
傾
向
を
維
指
し
て
お
り
、
平

城
元
年
度
の
実
門
成
虔
率
も
四
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
が
見
込
ま
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、
平
成

二
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
も
、

内
需
を
中
心
に
し
た
好
調
を
景
ハ
刈
水
準

を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
政
府

は
、
行
財
政
の
改
革
施
策
を
聖
持
し
っ

つ
、
経
済
の
構
造
調
整
を
綿
権
的
に
推

進
し
、
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
を
図
る
中
で

豊
か
さ
を
実
感
出
来
る
多
様
な
国
民
生

晴
の
実
現
と
、
わ
が
国
の
纏
済
社
会
の

発
展
基
盤
の
整
備
を
阿
っ
て
い
く
方
針

を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
一
般
会
計
予
算
も
好
調

な
景
気
動
向
と
税
収
を
背
汝
に
、
赤
字

国
偶
の
解
消
、
対
外
接
助
費
の
大
幅
増

等
を
柱
に
総
瀬
六
十
六
兆
二
千
七
百
三

し
、
好
ま
し
い
傾
向
と
思
わ
れ
ま
す
。

血
液
検
査
（
貧
血
）
　
で
は
、
明
ら
か

に
男
女
間
に
差
が
あ
り
、
三
対
一
の
割

合
い
で
女
性
の
方
に
貧
血
者
が
表
わ
れ

て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
み
て
も

男
性
に
比
較
し
て
女
件
に
異
常
者
が
多

く
、
特
に
上
区
、
中
区
、
北
区
、
西
区

に
お
い
て
は
、
女
性
の
方
が
男
性
に
比

べ
て
二
倍
か
ら
四
倍
も
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
者
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

血
糖
に
つ
い
て
は
、
実
数
で
は
男
一

一
三
人
、
女
一
四
〇
人
で
女
性
の
方
が

多
い
が
発
生
率
で
み
る
と
、
里
二
五
・

六
％
、
女
九
二
旦
％
で
男
性
の
方
が
二

倍
近
く
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
区

別
で
は
、
東
区
六
一
人
（
男
二
九
人
、

女
三
二
人
）
　
で
一
番
多
く
次
に
西
区
四

三
人
（
男
一
〇
人
、
女
三
三
人
）
、
南

区
四
〇
人
　
（
男
二
三
人
、
女
t
七
人
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
健
康
診
壷
で
総
合
判
定
が
「
要

医
療
」
　
の
方
が
一
七
三
人
二
七
・
五

％
）
、
「
要
枯
渇
」
が
四
四
〇
人
（
四
四

・
五
％
）
、
「
要
観
察
」
が
三
七
六
人

二
二
・
八
％
）
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た。

「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
　
「
健
康

に
は
自
信
が
あ
る
」
　
「
病
気
が
み
つ
か

る
の
か
こ
わ
い
」
　
「
ど
う
せ
健
康
診
盃

で
見
つ
か
る
の
は
少
な
い
」
な
ど
と
い

わ
ず
に
、
健
康
診
壷
は
転
ば
ぬ
先
の
杖

で
す
。
三
十
才
を
過
ぎ
た
ら
年
に
一
度

の
健
康
診
義
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※
「
要
医
檀
」
と
は
、

治
橋
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
病
院
で
よ
く
み
て
も
ら
っ
て

下
き
い
と
い
う
意
味
で
す
。

※
　
「
要
拍
濱
」
と
は
、

放
っ
て
お
く
と
病
気
に
な
り

ま
す
よ
と
い
う
警
戒
信
号
で
す
1

ふ
だ
ん
の
生
活
管
理
が
よ
け
れ

ば
健
康
に
働
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
の
拍
導
を
受
け
て
経

過
を
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と

い
う
意
味
で
す
。

※
　
「
要
観
察
」
と
は
、

判
定
の
中
で
は
、
生
活
上
の

注
意
が
必
要
だ
と
い
う
一
番
大

切
な
区
分
で
す
。
日
常
生
活
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
自
身
の
健
康

管
理
に
充
分
注
意
し
て
定
期
的

に
検
査
を
受
け
経
過
を
み
ま
し

ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

形
状
記
憶
合
金
っ
て
何
？

科
学
技
術
週
間

四
月
十
六
日
～
二
十
二
日

1
－
教
習
所
に
通
い
始
め
て
二
か
月
、

今
日
は
車
庫
入
れ
に
挑
戦
。
慣
れ
ぬ
ハ

ン
ド
ル
さ
ば
き
と
は
い
え
、
教
え
ら
れ

た
通
り
運
転
し
て
い
た
つ
も
り
が
、
未

熟
な
た
め
、
車
庫
の
ポ
ー
ル
に
ぶ
つ
け
、

バ
ン
パ
ー
を
へ
こ
ま
し
て
し
ま
っ
た
。

寛
っ
青
に
な
っ
た
が
、
教
官
は
平
然
と

し
て
い
た
。
お
も
む
ろ
に
熱
い
お
視
を

用
意
し
、
へ
こ
ん
だ
バ
ン
パ
ー
に
か
け

始
め
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
バ
ン

パ
ー
は
元
通
り
　
－
　
と
い
っ
た
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
が
形
状
記
憶
合
金
で
す
。

こ
れ
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
と
チ
タ
ン
合
金

が
有
名
で
す
が
、
他
に
も
十
種
籾
以
上

の
合
金
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

熟
を
加
え
る
と

元
の
形
に
展
も

こ
の
ニ
ッ
ケ
ル
と
チ
タ
ン
の
合
金
は
、

三
百
か
ら
六
百
度
で
熱
処
理
さ
れ
る
と
、

そ
の
と
き
の
形
を
覚
え
て
し
ま
う
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
か

ら
の
力
を
加
え
、
変
形
さ
せ
て
も
、
熱

を
加
え
る
と
元
の
形
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
。
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
の
に
適
し
た
お
嫁
に
な
る
と
、

そ
の
温
度
に
合
わ
せ
て
給
水
パ
ル
プ
が

開
く
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
の
合
金
は
宇
宙
で
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
工
衛
星
に

取
り
付
け
ら
れ
る
ア
ン
テ
ナ
で
す
。
ア

ン
テ
ナ
は
、
地
球
と
交
信
す
る
た
め
重

要
な
も
の
で
す
が
、
打
ち
上
げ
の
と
き

に
は
、
そ
の
出
っ
張
り
が
悩
み
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
合
金
を
使

え
ば
、
地
球
で
小
さ
な
固
ま
り
に
し
た

ア
ン
テ
ナ
を
、
宇
宙
空
間
で
太
陽
熱
に

よ
っ
て
元
の
形
に
戻
す
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
悩
み
が
解
消
し
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
が

身
近
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
こ
の
形
状
記
憶
合
金
は

あ
る
科
学
技
術
の
副
産
物
と
し
て
生
ま

れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
本
来
は
、

海
中
で
の
腐
食
に
強
い
合
金
を
作
ろ
う

と
い
う
研
究
中
に
、
偶
然
み
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

科
学
技
術
の
発
展
の
な
か
に
は
、
こ

う
し
た
偶
然
の
産
物
も
多
い
よ
う
で
す

ま
た
現
在
は
、
最
新
の
科
学
技
術
が
す

ぐ
製
品
化
さ
れ
、
身
近
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
科
学
技
術
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
定
め
ら
れ
た
の
か
、
毎
年
四

月
に
行
わ
れ
る
科
学
技
術
週
間
で
す
。

今
年
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
一
週
間
を
中
心
に
「
創
造
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
科
学
技
術
に
つ
い
て

の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

こ
う
し
た
科
学
技
術
に
触
れ
て
み
ま
せ

んか。
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衆目　平成元年度儀鷹鯵重のまとめ

行政区分 ����東 �上 �中 �北 �甫 �西 �西　浜 �計 

対　象　者 ����1．187 �779 �鎚8 �786 �845 �736 �933 �5，911 

受 診 者 ��計（殉 ��（37．5）445 �（32．2）251 �（41．5）269 �（35．5）283 �（40．2）封0 �（38．6）284 �（35．7）333 �（37．3）2，205 

男 ��151 �77 �79 �105 �124 �80 �109 �725 

女 ��294 �174 �190 �174 �216 �204 �224 �1．476 

異 常 者 ��計陶 ��204 �104 �145 �119 �171 �148 �157 �（44．8）988 

男 ��78 �31 �44 �49 �65 �38 �52 �357 

女 ��126 �73 �101 �70 �106 �110 �105 �691 

血 圧 ��計陶 ��63 �31 �51 �27 �30 �32 �51 �（12．9）285 

男 ��28 �14 �17 �16 �13 �9 �25 �122 

女 ��35 �17 �34 �11 �17 �23 �26 �163 

尿 検 査 �蛋 白 ��男 �4 �2 �3 �5 �5 �2 �5 �26 女 �7 �7 �14 �8 �7 �7 �7 �57 

潜 血 ��男 �0 �4 �1 �2 �3 �1 �0 �11 

女 �18 �25 �22 �14 �22 �11 �24 �136 

尿 糖 ��男 �3 �1 �2 �4 �6 �3 �7 �26 

女 �1 �2 �6 �2 �5 �5 �6 �27 

血一．・、 経書 l★血 ■、‾ ��男 ��10 �0 �2 �5 �5 �l �5 �28 

女 ��27 �16 �24 �14 �28 �23 �32 �164 

心 t 図 ��男 ��16 �4 �3 �0 �7 �7 �7 �44 

女 ��11 �4 �8 �9 �10 �11 �9 �62 

眼 底 ��男 ��4 �1 �0 �0 �2 �1 �0 �8 

女 ��4 �1 �0 �6 �0 �5 �l �17 

ロ二つ ■妄 ′レテ ��男 ��16 �5 �9 �9 �25 �10 �16 �90 

女 ��37 �23 �24 �26 �41 �35 �33 �219 

血 糖 ��男 ��29 �8 �9 �24 �23 �10 �18 �（15．6）113 

女 ��32 �13 �14 �14 �17 �33 �17 �140 

蓋蔓 ��界 ��24 �4 �8 �11 �11 �5 �5 �68 女 ��20 �1 �10 �3 �21 �18 �19 �92 
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平
成
元
年
度

健
康
診
査
の
ま
と
め

人
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醐
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町
で
は
成
人
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
楓
病
一
予
防
の
た
め
、
毎
年
住
民
健

康
診
益
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
平
成
元
年
度
の
健
康
診
査
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

衷
－
の
過
去
五
年
間
の
住
民
健
康
診

査
実
施
状
況
を
み
ま
す
と
、
昭
和
六
十

二
年
二
、
六
七
三
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
を
み
ま
す
と
、
対
象
者

五
、
九
二
人
、
受
診
者
二
、
二
〇
五

人
で
、
三
七
・
三
％
の
受
診
率
、
異
常

者
は
九
八
八
人
（
四
四
・
八
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表
H
は
、
平
成
元
年
度
健
康
診
姦
結

6
0
0
　
珊
　
紺
　
伽
　
8
0
。

果
を
各
行
政
区
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。

受
診
者
数
は
四
五
五
人
で
東
区
が
一

番
多
い
が
、
受
診
率
で
み
る
と
、
中
区

（
二
六
九
人
）
　
が
ト
ッ
プ
。

異
常
者
は
九
八
八
人
で
受
診
者
の
四

四
・
八
％
。
こ
れ
は
、
受
診
者
の
半
数

近
い
方
が
検
診
結
果
で
異
常
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
政
区

別
に
は
、
中
区
（
五
三
・
九
％
）
、
西

区
（
五
二
・
一
％
）
、
南
区
（
五
〇
・

三
％
）
　
の
順
に
多
い
。

血
圧
測
定
で
二
八
五
人
に
異
常
が
み

ら
れ
一
二
・
九
％
（
受
診
者
総
数
で
除

し
た
も
の
＝
発
生
率
）
と
な
り
、
昭
和

六
十
三
年
度
の
一
三
・
一
％
よ
り
減
少

十
六
値
円
に
達
し
、
前
年
度
当
柳
比
に

し
て
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
、

近
年
に
な
い
高
い
伸
び
は
昨
年
度
を
上

回
る
稚
棒
型
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
経
済
は
、
観
光
関
連
産

業
を
は
じ
め
全
般
的
に
好
調
に
推
移
し

て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
産
業
基
盤

は
脆
弱
で
あ
り
、
本
土
と
の
格
差
は
解

消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
層
の
公
共
投
資

が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
沖
縄
開
発
庁
一
括
計
上
予

算
は
、
対
前
年
度
比
〇
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
増
を
確
保
し
、
第
二
次
振
興
開
発
計

画
の
達
成
に
向
け
た
課
題
事
業
の
芽
出

し
も
芙
現
し
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
二
年
後
に
迫

っ
た
第
二
次
振
計
の
完
全
達
成
ま
で
、

な
お
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
と
共
に
早
期
策
定
が
望

ま
れ
る
第
三
次
振
計
は
、
沖
縄
の
将
来

を
展
望
し
た
実
り
あ
る
計
画
に
し
て
残

さ
れ
た
事
業
、
課
題
の
解
決
と
産
業
基

盤
、
纏
済
構
造
の
強
化
に
資
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ます。
一
方
、
国
際
偶
勢
は
、
ソ
ビ
エ
ト
に

始
ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
民
族
間

塵
を
含
め
世
界
の
政
治
体
制
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
、
東
欧
諸
国
の
急

激
を
改
革
と
民
主
化
の
波
は
、
戦
後
四

十
年
余
に
わ
た
る
東
西
冷
戦
構
造
に
終

止
符
を
う
ち
、
軍
縮
を
柱
に
対
話
と
協

調
の
時
代
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
米
ソ
首
脳

会
談
は
、
世
界
の
平
和
と
安
定
に
向
け

た
第
一
歩
で
あ
り
、
歓
迎
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
極
東
ア
ジ
ア
地
域
の
緊
張

緩
和
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
情
勢
の
変
化
は
、
わ
が
国
の
防

衛
問
題
、
と
り
わ
け
大
き
な
比
重
を
も

つ
米
軍
基
地
を
か
か
え
る
本
県
や
本
町

に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
昨

年
未
来
発
表
さ
れ
た
S
R
7
1
戦
略
偵
察

機
、
グ
ア
ム
島
の
B
5
2
戦
略
爆
撃
機
の

撤
収
、
移
駐
計
画
の
あ
っ
た
在
比
第
2
6

仮
想
敵
中
隊
の
解
隊
、
在
日
米
軍
の
機

能
縮
小
に
よ
る
兵
員
の
削
減
計
画
等
々
、

安
全
で
好
か
な
住
環
境
を
求
め
る
町
民

に
と
っ
て
は
正
に
朗
報
で
あ
り
、
将
来

の
町
づ
く
り
に
向
け
た
土
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
も
早
急
な
検
討
と
耶
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
素
手
納
基

地
は
、
和
平
に
進
む
国
際
情
勢
に
反
し
、

昼
夜
に
わ
た
る
ロ
ー
リ
ー
演
習
や
欠
陥

ハ
リ
ア
ー
機
の
度
重
な
る
飛
来
等
、
演

習
の
激
化
や
基
地
機
能
の
再
編
強
化
が

行
わ
れ
て
お
り
、
容
認
出
来
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
町
民
生
活
俸
先
の
立
場
か
ら

基
地
か
ら
発
生
す
る
諸
々
の
問
題
に
つ

い
て
、
譲
合
を
は
じ
め
町
基
地
対
協
お

よ
び
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
解
決

に
向
け
て
、
米
軍
並
び
に
政
府
、
関
係

機
関
に
対
し
今
後
と
も
強
い
要
請
行
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
懸
案
で
あ
り

ま
す
カ
デ
ナ
マ
リ
ー
ナ
地
区
と
消
防
庁

舎
用
地
の
返
還
に
向
け
て
最
大
の
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
町
民
の
総
意
を
集
約
し
、
第

一
次
計
画
と
の
整
合
の
上
に
策
定
さ
れ

二
十
一
世
紀
を
目
ざ
す
町
づ
く
り
と
町

行
政
の
基
本
を
な
す
　
「
析
嘉
手
納
町
総

合
計
画
」
も
二
年
日
を
む
か
え
ま
し
た
。

第
一
次
計
画
に
お
い
て
は
、
本
土
と
の

格
差
是
正
を
目
標
と
し
て
ハ
ー
ド
面
の

充
実
を
は
か
る
べ
く
補
助
事
業
を
横
棒

的
に
油
用
し
、
庁
舎
、
町
民
会
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
教
育
、
文

化
、
福
祉
施
設
、
郡
市
施
設
、
産
業
関

連
施
設
、
生
活
環
境
の
整
備
等
々
多
く

の
事
業
を
建
設
実
施
し
、
公
的
施
設
整

備
に
お
い
て
の
計
画
を
ほ
ぼ
達
成
し
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
組
合
計
画
に
お
い
て
は
、
学
校
施

設
の
改
築
を
は
じ
め
現
代
的
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
施
設
の
充
実
を
は
か
る
と

と
も
に
、
急
速
を
団
際
化
、
情
報
化
、

高
齢
化
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
り
賢

の
高
い
個
性
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
、

調
和
あ
る
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
年
度
の
主
た
る
事
業
と
し
、

嘉
手
納
地
区
の
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

と
地
域
住
民
の
学
習
拠
点
と
な
る
番
手

納
地
区
学
習
等
供
用
施
設
・
児
童
館
の

建
設
、
裏
手
納
小
学
校
全
面
改
築
に
向

け
た
実
施
設
計
、
町
民
を
災
害
か
ら
守

る
拠
点
で
あ
る
消
防
庁
舎
の
建
設
等
を

は
じ
め
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
り
、
知
的
文

化
の
殿
堂
を
な
す
中
央
公
民
館
の
改
造

事
業
、
都
市
計
画
、
生
活
環
境
整
備
事

業
等
の
き
め
こ
ま
か
い
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成

事
業
の
拡
充
、
文
化
事
業
の
充
実
と
組

織
化
、
児
童
生
徒
の
健
全
化
と
学
力
向

上
を
は
か
る
教
育
相
談
員
制
度
の
新
設
、

西
浜
区
低
学
年
児
童
を
対
象
と
す
る
通

学
バ
ス
の
運
行
、
両
小
学
校
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
設
、
福
祉
バ
ス
の

購
入
補
肋
等
各
面
の
充
実
を
は
か
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
行
政
改
革
の
一
環
を
な
す
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
よ

り
迅
速
に
し
て
正
確
を
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
理
念
に
頼
経
多
岐
に
わ
た
る
行
政
事

務
の
改
善
と
効
率
化
を
図
り
、
も
っ
て

町
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
十
月

の
本
格
的
運
用
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
安
定
し
た
雇
用
の
場

の
創
造
と
行
政
の
誠
健
化
、
効
率
化
を

は
か
る
た
め
管
理
部
門
を
補
完
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
姿
勢
を
も
と
に
、
平
成

二
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
の
概
要

を
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

す
べ
て
の
町
民
が
安
全
で
快
適
な
生

晴
が
享
受
で
き
る
よ
う
都
市
基
盤
の
整

備
、
生
活
環
境
の
整
備
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

一
、
都
市
計
画
遭
路
に
つ
い
て

水
釜
・
大
木
線
都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
事
業

を
進
め
、
用
地
物
件
移
転
等
補
償
の
問

題
で
難
航
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
解
決
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
新

年
度
は
、
橋
梁
整
備
事
菜
に
全
力
を
上

げ
早
期
開
通
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
優
良
・
虎
地
原
線
都
市
計

画
道
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
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良
土
地
区
画
整
理
事
業
区
間
は
完
了

し
て
お
り
ま
す
が
、
窟
手
納
高
校
前
を

経
由
す
る
局
良
下
水
道
中
継
ポ
ン
プ
塀

ま
で
の
事
業
区
間
を
、
析
年
度
か
ら
、

用
地
取
得
等
事
業
を
開
始
し
て
ま
い
り

ます。二
、
屋
良
土
地
区
画
蔓
理
事
業
に
つ

い
て

本
事
業
は
、
昭
和
五
十
三
年
壕
に
事

菜
苦
手
以
来
継
続
し
て
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
区
画
道

路
の
整
備
、
宮
尾
等
の
移
転
補
償
と
擁

壁
工
事
を
実
施
し
、
事
業
完
了
に
向
け

て
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

三
、
公
園
等
の
蔓
傷
に
つ
い
て

毒
手
納
運
動
公
園
は
、
野
球
場
等
一

部
施
設
に
つ
い
て
は
す
で
に
供
用
さ
れ
、

町
民
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
年
二
月

か
ら
待
望
の
プ
ロ
野
球
福
岡
ダ
イ
エ
ー

ホ
ー
ク
ス
　
へ
フ
ァ
ー
ム
チ
ー
ム
）
　
の
キ

ャ
ン
プ
地
と
な
り
、
町
内
の
青
少
年
に

夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
町
民
も

プ
ロ
野
球
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
陸
L
球
技
場
の
〓
印
造

成
、
野
球
場
照
明
施
設
の
農
工
、
安
全

対
策
と
し
て
の
フ
ェ
ン
ス
の
ラ
バ
ー
の

張
付
け
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
年
度
は
野
球
場
昭
…
明
施
設
の
完

成
と
陸
上
続
技
堀
の
本
格
的
造
成
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

比
謝
川
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
壕
に
引
き
続
き
新
年
硬
も
用
地
取

得
及
び
物
件
柄
慣
を
進
め
て
ま
い
り
ま

ー　0

さ
ら
に
、
兼
久
海
浜
公
園
の
植
栽
、

優
良
第
二
児
童
公
間
の
遊
具
設
置
、
尾

長
城
跡
公
園
の
駐
車
場
整
備
と
公
周
の

整
備
充
実
を
阿
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

四
、
生
活
道
路
に
つ
い
て

町
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
を
な
す
道

路
に
つ
い
て
は
、
安
全
作
、
利
便
性
を

確
保
し
な
が
ら
年
次
的
に
整
備
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実

延
長
三
五
、
七
七
八
メ
ー
ト
ル
で
、
そ

の
う
ち
舗
装
済
延
長
三
五
、
六
七
八
メ

ー
ト
ル
　
（
九
九
・
七
％
）
改
良
済
延
長

二
九
、
六
三
八
メ
ー
ト
ル
　
（
八
一
一
・
八

％
）
　
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
は
、
町
道
1
5
、
4
8
・
1
、

5
6
、
7
5
、
8
0
号
線
の
改
良
舗
装
工
事
を

実
施
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性

及
び
交
通
安
全
の
確
保
に
資
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
漬
地
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
順
調
に
す

す
ん
で
お
り
ま
す
。

新
年
席
は
、
八
路
線
三
、
六
五
〇
㌦

の
用
地
収
得
を
耶
続
し
て
す
す
め
ま
す
。
講
の
〃
…
腸
に
努
め
、
上
水
道
事
業
の
健

五
、
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

下
水
道
は
、
文
化
的
な
生
油
を
営
む

う
え
で
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
施
設
で

あ
り
ま
す
。

本
町
の
下
水
道
懲
簡
状
況
は
、
汚
水

管
渠
整
備
率
が
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

雨
水
管
渠
整
備
率
が
九
十
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
水
洗
化
普
及
率
が
八
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
格
段
の
進
搾
翠
を

示
し
、
町
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
は
、
消
防
庁
舎
建
設
予
定
地

域
と
場
長
土
地
区
画
整
理
雪
濠
地
域
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
世
帯
の
水
洗

化
早
期
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

六
、
上
水
遭
の
整
備
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
赤
水
と
出
水
不
良
対
策

事
業
と
し
て
菅
生
の
整
備
と
安
定
給
水

を
阿
る
た
め
配
水
地
を
建
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
水
管
埋
立
地

地
域
内
の
老
朽
管
取
持
工
事
を
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
水
能
力
の
回
復
と
赤
水

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
水
道
管
更
生

事
業
を
す
す
め
、
清
浄
で
豊
富
な
水
の

安
定
的
供
給
を
阿
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
漏
水
調
査
の
徹
底
や
節
水
意

全
運
営
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

七
、
交
遽
安
全
、
防
犯
対
策
に

つ
い
て

昨
今
、
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
大
変
憂
慮

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
新
年
度
も
な

お
一
層
幣
祭
器
、
地
区
交
通
安
全
協
会

を
は
じ
め
町
交
通
寄
金
推
進
協
議
会
、

同
母
の
会
等
々
と
相
接
潤
し
て
交
通
安

全
思
想
の
啓
鷲
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
通
安
全
教
育
と
し
て
は

幼
・
児
童
の
交
通
安
全
指
導
、
学
校
で

の
安
全
教
育
、
児
童
生
徒
の
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
苛
性
、
彷
頭
で
の
安

全
指
導
、
広
報
活
動
等
を
実
施
し
、
官

庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
連

携
を
強
化
し
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
施
設
盤
傾
強
要
に

つ
い
て
は
町
道
の
交
竃
点
等
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
を
設
置
し
、
交
通
の
安
全
作

を
確
保
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

地
域
防
犯
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
防

止
、
夜
間
通
行
の
安
全
な
ど
を
図
る
た

め
新
年
度
も
引
き
続
き
防
犯
灯
を
設
托

し
、
さ
ら
に
犯
罪
の
未
然
防
止
に
向
け

て
防
犯
運
動
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

八
、
消
防
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
人
そ
の
も

の
が
事
業
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
職
員
の
体
力
錬
成
は
言
う
に
及
ば
ず

消
防
職
員
と
し
て
の
専
門
的
な
知
識
と

技
術
の
習
得
に
努
め
、
い
か
な
る
災
害

に
対
し
て
も
迅
速
に
対
応
し
得
る
よ
う

に
職
只
の
資
閂
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ます。昨
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
救
急
自
動
車
の

代
作
を
実
施
し
、
装
備
の
充
実
強
化
を

閉
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
優
は
、
消
防
庁
舎
の
移
転
新
築

計
画
に
巷
づ
き
消
防
防
災
の
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
近
代
的
な
設
備
と
機
能
を
備

え
た
消
防
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
用
地

の
取
得
（
軍
用
地
の
一
部
返
還
）
及
び

実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
防
火
思
想
の
啓
貸
活
動
や
消

防
活
動
に
支
障
を
き
た
す
幅
H
の
狭
い

路
上
駐
車
に
つ
い
て
の
点
検
指
導
も
ね

ぼ
り
強
く
実
施
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

九
、
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
レ

イ
シ
ャ
ス
連
動
に
つ
い
て

嘉
手
納
町
人
材
育
成
会

奨
学
金
貸
与
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て

募
集
期
間
　
平
成
二
年
四
月
十
日
㈹
－
平
成
二
年
四
月
二
十
日
励

み
だ
し
の
件
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
度
の
嘉
手
納
町
人
材
育
成
会
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
左
記
の
と
お
り
恭
果
し
ま
す
の
で

ご
希
望
の
万
は
鹿
手
納
町
人
材
育
成
会
（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
　
人
材
育
成
係
）
　
へ
申
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

尚
、
希
望
者
の
多
い
場
合
は
、
嘉
手
納
町
人
材
育
成
会
の
理
事
会
に
お
い
て
選
考
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

一
、
申
　
込
期
間
　
平
成
二
年
四
月
十
日
㈹
～
平
成
二
年
四
月
二
十
日
拗

二
、
貸
　
与
条
件
　
日
本
町
に
住
民
登
録
を
有
し
、
培
住
二
年
を
越
え
る
者

〓
心
身
健
全
、
且
つ
、
志
操
堅
固
で
、
家
計
上
学
資
の
支
出
困
難
な
昔

日
他
団
休
よ
り
学
資
の
貸
与
を
受
け
て
な
い
者

㈹
国
内
外
の
大
学
生
（
短
大
生
も
含
む
）
及
び
高
校
生
と
す
る

三
、
申
　
込
　
方
法
　
学
資
貸
与
申
請
書
を
教
育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

四
、
添
付
善
用
等
　
戸
籍
抄
本
及
び
住
民
票
抄
本
、
在
学
証
明
書
、
学
業
成
績
調
書
、
健
康
診
断
書
、
資
産
証
明
書
、

家
族
の
所
得
調
書

五
、
貸
　
与
　
月
　
拍
　
県
外
大
学
　
四
〇
、

県
内
大
学
　
二
五
、

高
校
生
一
〇
、

貸
与
予
定
人
員
　
大
学
生
　
九
名

0
0
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

高
校
生
　
二
名

申
　
込
　
先
　
嘉
手
納
町
教
育
委
貝
会
（
社
会
教
育
課
）
℡
六
－
〓
　
〓
　
内
線
三
七
九

犬
の
豊
海
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

①
　
生
後
九
十
一
日
　
（
三
カ
月
）
以

上
の
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犬
を
飼
っ
て
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
し
な
い
場
合
に

は
、
法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
　
に

よ
っ
て
嗣
せ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

す。
②
　
拓
年
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
柄
予

防
注
射
を
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

登
録
申
請
料
　
二
、
一
〇
〇
円

注
射
手
数
料
　
二
、
0
0
0
円

注
射
済
票
交
付
申
請
料四
六
〇
円

楽
合
計
　
四
、
五
六
〇
円

※
狂
犬
病
予
防

平
成
二
年
四
月
二
十
二
日

○
午
前
中
（
九
時
三
十
分
よ

り
十
一
時
三
十
分
ま
で
）

は
上
区
自
治
会
事
務
所

で
行
な
い
ま
す
。

○
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

四
時
ま
で
は
）
　
は

西
区
自
治
会
事
務
所
で

行
な
い
ま
す
。

大
を
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
下

き
い
。無

料
で
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。

犬
に
よ
る
危
害
を
防
止
し
、
住
み

よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
野
犬
、
飼

い
犬
の
特
別
取
締
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
犬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
町

役
場
・
保
健
衛
生
課
、
東
寄
り
の
保

健
所
ま
た
は
粧
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
ん
な
の
協
力
で
、
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
町
役
場
・
保
健
衛
生
課

℡
六
二
　
二
一
（
内
二
五
二
）

●
コ
ザ
保
健
所

℡
〇
九
八
九
三
・
八
・
九
八
八
六

●
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

℡
〇
九
八
九
四
・
五
二
二
〇
些
二
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納め忘れはありませんカも国民年金の保険料
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も
う
納
め

ま
し
た
か
。

阿
民
年
金
で
は
、
納
め
忘
れ
た
保
険

料
が
あ
り
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
国
民

年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
よ
う
に
給
料
か
ら
天
引
き
れ
る

社
会
保
険
料
と
ち
が
っ
て
、
自
分
で
納

め
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
め
忘
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
が
ち
で
す
が
、
将
来
受

け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
た
め
に
も
、
ま

た
途
中
に
お
け
る
万
一
の
事
故
な
ど
に

よ
っ
て
発
生
す
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
た
め
に
も
、
月
々

の
保
険
料
を
納
め
て
お
く
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

事
故
が
起
っ
た
後
、
あ
わ
て
て
保
険

料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

ご
自
分
の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め

に
、
保
険
料
は
町
役
場
か
ら
示
さ
れ
た

納
期
限
内
に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
前
納

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
が
町
役
場
の
窓
口
か
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
、

い
わ
ゆ
る
自
主
納
付
が
原
則
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
忙
し
か
っ
た
り
、
な
ん
ら

か
の
都
合
で
つ
い
納
め
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
ま

た
い
ち
い
ち
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手

間
を
省
く
た
め
に
、
保
険
料
の
前
納
制

度
や
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

保
険
料
の
前
納
制
度
と
い
う
の
は
、

一
年
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
一
括
し

て
納
め
る
制
度
で
す
。
前
納
を
し
ま
す

と
、
月
々
納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
が
な
く
、
し
か
も
保
険
料
が
年
五

分
五
厘
割
引
き
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
保
険
料
の
口
座
振
替
制
度

と
い
う
の
は
、
保
険
料
を
金
融
機
関
が

加
入
者
の
預
金
口
座
か
、
定
め
ら
れ
た

期
日
に
自
動
的
に
引
き
落
し
て
い
く
制

度
で
す
。
口
座
振
替
を
し
ま
す
と
、
納

め
忘
れ
を
防
ぎ
、
納
め
る
手
間
が
省
け

ます。平
成
元
年
度
分
の
保
険
料
は
、

四
月
二
十
七
日
ま
で
に
／

（
町
役
場
で
は
四
月
二
十
八
日
ま
で
）

四
月
は
、
年
度
の
し
め
く
く
り
の
月

です。四
月
二
十
七
日
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
と
現
在
お
手
持
ち
の
納
付
書
で
は
、

平
成
元
年
度
分
の
保
険
料
は
銀
行
な
ど

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
コ

ザ
保
険
事
務
所
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま

す
と
、
面
倒
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

前
述
の
よ
う
に
万
一
の
場
合
に
年
金
を

受
け
る
こ
と
か
出
来
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
時
効
は
二
年
で
、

こ
れ
を
過
ご
し
ま
す
と
も
は
や
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

き
っ
ち
り
納
め
て

い
つ
も
安
心

∃
閉
鮎
扇
担

融
の
わ
か
め
を

た
っ
ぷ
り
と

春
野
菜
が
豊
富
に
な
る
こ
の
季
節
、

〝
海
の
野
菜
〟
ゎ
か
め
が
旬
を
迎
え
ま

す。

豆
腐
、
ネ
ギ
と
合
わ
せ
た
み
そ
汁
、

酢
の
も
の
、
和
風
の
サ
ラ
ダ
、
こ
の
季

節
な
ら
で
は
の
タ
ケ
ノ
コ
と
の
炊
き
合

わ
せ
と
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

風
味
の
よ
い
新
わ
か
め
を
使
っ
た
ふ
り

か
け
も
、
作
っ
て
お
く
と
重
宝
し
ま
す
。

作
り
方
は
、
適
当
に
切
っ
た
乾
性
わ

か
め
を
小
な
べ
で
焦
が
さ
ぬ
よ
う
に
い

り
（
電
子
レ
ン
ジ
で
も
よ
い
）
、
す
り
鉢

で
す
っ
て
粗
い
粉
状
に
し
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
し
ら
す
干

し
や
い
り
ご
ま
を
加
え
る
と
味
、
栄
薬

価
と
も
ア
ッ
プ
。
食
卓
に
置
い
て
ご
飯

に
ふ
り
か
け
た
り
、
薬
味
が
わ
り
に
う

ど
ん
に
か
け
た
り
し
て
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

わ
か
め
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
に
嵩
み
、
動

脈
硬
化
防
止
に
も
役
立
つ
多
糖
頬
も
た

く
さ
ん
含
ん
で
い
る

健
康
食
品
で
す
。
た

っ
ぷ
り
食
べ
て
春
の

杏
を
十
分
に
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

家
庭
や
ま
ち
を
清
掃
し
、
緑
と
花
い

っ
ぱ
い
で
開
み
、
親
切
で
い
た
わ
り
あ

う
心
を
持
ち
、
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を

推
進
す
る
た
め
に
町
民
一
体
と
な
っ
た

C
G
G
運
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
健
は
ク
リ
ー
ン
運
動
を
年
二
回

実
施
し
、
緑
の
生
垣
指
導
と
苗
木
無
料

配
布
や
在
看
板
の
設
置
な
ど
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
町
民
総
参
加
運
動
を
展

開
す
る
た
め
に
、
祈
年
壕
は
実
施
計
画

を
策
定
し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

十
、
環
壌
衛
生
に
つ
い
て

生
活
水
準
の
向
ヒ
に
伴
い
ゴ
ミ
の
多

様
化
が
進
み
、
年
々
増
大
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
対
応
は
環
境
行
政
の
今
日
的
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
軒
．
反
よ
り
ゴ

ミ
等
の
衛
生
的
か
つ
事
業
の
合
理
化
を

推
進
し
て
い
く
た
め
読
谷
村
と
の
合
同

処
理
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。ま
た
、
快
適
な
地
域
環
蝮
の
美
化
を

は
か
る
た
め
ゴ
ミ
の
散
乱
防
止
、
住
宅

地
域
周
辺
の
涌
掃
、
空
地
、
公
間
、
道

路
等
の
環
境
美
化
運
動
を
実
施
し
、
生

活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
監
視
、

指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
、
町

民
に
対
す
る
環
境
衛
生
の
意
識
の
高
揚

を
阿
り
、
住
み
よ
い
環
蝮
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

地
域
福
祉
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、

社
会
環
境
の
神
経
化
に
伴
っ
て
広
範
多

岐
に
及
び
福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
稚
多
様
化

し
年
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
骨
回

船
化
時
代
の
到
来
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
そ
の
対
策
を
ど
う
つ
く
る
か
が
今

姥
の
誹
纏
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
を
始
め
搾
宜
目
差
福

祉
、
丹
r
慄
帰
福
祉
な
ど
の
多
桶
多
様

を
揺
祉
ニ
ー
ズ
を
行
政
の
み
で
対
応
す

る
も
の
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
全
町
民
が
福
祉
の
心
を
も

ち
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
し

て
、
各
稲
間
作
、
民
生
委
h
並
び
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
川
体
等
の
連
渦
を
密
し
て

町
民
の
協
力
を
得
て
地
域
ぐ
る
み
で
各

縄
福
祉
慣
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
心
の
か
よ
い
あ
え
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
、

福
祉
活
動
の
拡
充
を
展
開
す
る
と
と
も

に
人
的
育
成
も
阿
り
、
多
様
な
福
祉
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。ま
た
、
社
協
の
福
祉
バ
ス
は
地
域
福

祉
活
動
の
足
と
し
て
運
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
老
朽
化
が
ひ
ど
く
買
行
え
時

期
に
あ
り
、
新
年
唾
で
福
祉
バ
ス
購
入

に
対
し
助
成
措
置
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
老
人
禰
牡
に
つ
い
て

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
長
年
地
域

社
会
の
発
展
に
頁
献
な
さ
れ
た
老
人
に

感
謝
を
表
し
、
ま
す
ま
す
長
寿
を
祈
念

す
る
意
味
で
敬
老
祝
金
と
敬
老
年
金
を

支
給
し
て
い
く
ほ
か
健
や
か
を
老
後
を

楽
し
く
送
る
に
は
何
よ
り
も
健
康
が
第

一
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
健
陳
診
盃
、

健
僚
教
育
、
健
康
相
談
、
訪
問
精
薄
等

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
老
後
を
よ
り
豊
か
に
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
西
成
、
各
稚

サ
ー
ク
ル
活
動
の
何
成
指
端
を
l
叫
り
つ

つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
杜

会
参
も
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

老
人
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
首

座
奉
仕
R
の
派
遣
や
友
愛
訪
問
事
業
と

し
て
の
拾
食
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
飲
料
の

給
付
事
業
を
ど
で
安
否
の
確
認
や
孤
独

感
の
解
消
を
は
か
る
と
と
も
に
、
訪
問

健
康
診
盃
の
英
施
な
ど
に
よ
る
在
宅
老

人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
障
害
者
橿
杜
に
つ
い
て

身
障
者
が
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
博
吉
を
克
服
し
社
会
参
加
と

日
立
を
図
る
た
め
に
は
、
各
自
の
努
力

は
も
と
よ
り
地
域
の
理
解
と
励
ま
し
、

協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
町
民
の
常
様
を
は
じ

め
町
身
体
障
害
者
協
会
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
身
体
障
害
者
手
を
つ
を
ぐ

親
の
会
へ
障
害
児
）
と
の
連
指
を
密
に

し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
体
の
育

成
強
化
を
阿
る
と
と
も
に
、
身
障
者
の

方
々
が
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
地
域

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
る
所
存

です。ま
た
、
経
済
的
・
椚
神
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
療
育
見
舞
金
、
入
院

患
者
（
相
神
障
害
音
）
妃
寄
金
、
身
体

時
空
者
見
舞
金
を
継
続
実
施
し
、
ピ
ケ

ニ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
派
遣
な

ど
各
種
事
業
を
推
進
し
、
障
害
者
福
祉

の
増
進
に
賀
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ます。三
、
児
童
禰
牡
に
つ
い
て

柁
官
族
化
、
女
作
就
業
の
増
大
や
就

労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
要
保
密
児
竜

は
増
加
し
、
保
育
所
の
果
た
す
役
割
は

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
新
年
度
に
お
い
て
も
保
育

業
拝
に
つ
い
て
は
効
率
的
運
用
と
機
能

充
実
に
努
め
、
児
車
の
心
身
と
も
に
健

全
な
育
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
祈
年
席
に
お
い
て
は
増
え
つ

づ
け
る
留
守
官
庭
児
竜
生
徒
を
ど
の
遊

び
場
、
学
ぶ
均
を
確
保
し
、
健
康
の
増

進
を
岡
り
、
情
操
を
豊
か
に
待
て
あ
け

る
喝
と
し
て
素
手
納
地
区
内
に
学
習
等

供
用
施
設
と
供
用
す
る
児
童
館
の
建
設

を
す
す
め
、
児
竜
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
母
子
禰
牡
に
つ
い
て

時
子
宮
庭
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、

椚
神
的
に
も
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ

が
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
町
時
子
寡
婦
福

祉
会
を
中
心
に
時
子
世
借
の
連
帯
意
識

と
活
動
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
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平成2年4月1日広報かでな

第一回芸能のつどい
嘉老連25周年記念

第1回　芸　能の二ノL

かなさんピーを踊i

萬区のおばあちゃんたち

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
母
子
家
庭
の

経
済
的
日
立
に
向
け
て
母
子
塩
祉
資
金

の
貸
付
、
生
活
相
談
、
指
増
助
一
J
等
を

関
係
機
関
と
も
連
梢
を
図
り
母
ナ
福
祉

の
向
ヒ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。五
、
国
民
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
は
、
老
後
の
安
定
し
た
暮

ら
し
を
保
障
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
制

度
で
あ
り
ま
す
。

全
て
の
町
民
が
豊
か
を
老
後
を
送
る

た
め
に
は
、
も
れ
な
く
国
民
年
金
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
で
は
未
加
入
者
も
多

く
、
ま
た
、
若
年
加
入
者
に
未
納
者
が

集
中
し
て
い
る
た
め
に
検
認
率
が
五
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
　
へ
本
土
平
均
八
川
丁
一
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
県
平
均
四
九
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
）
　
と
極
度
に
低
い
状
況
に
あ
り

ます。そ
こ
で
新
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き

国
民
年
金
指
増
H
を
配
置
し
、
戸
別
訪

問
指
導
を
行
い
、
国
民
年
金
の
ピ
ー
ア

ー
ル
に
努
め
、
末
加
入
者
の
防
止
、
保

険
料
未
納
者
を
解
消
し
、
年
金
受
給
権

の
確
保
を
図
り
、
全
町
民
が
国
民
年
金

を
享
受
し
将
来
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

六
、
町
民
の
健
靡
づ
く
り

近
年
、
健
康
に
対
す
る
住
民
の
意
識

が
高
ま
り
各
種
保
健
事
業
が
展
開
さ
れ

大
き
を
成
業
を
納
め
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
成
人
病
及
び
柏
神
的
疾
病
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
新
年
境
も
町
健

陳
を
守
る
如
入
会
を
は
じ
め
母
子
保
健

推
進
〓
■
1
、
町
並
び
に
駐
在
保
健
軸
に
よ

る
乳
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
一
拝

し
た
健
怪
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す。
ま
た
、
老
人
保
健
事
業
を
は
じ
め
各

種
予
防
接
種
事
業
、
母
子
保
健
癒
重
石

ど
の
健
礫
診
盃
、
健
礫
相
談
、
健
康
教

育
、
訪
問
指
導
な
ど
の
実
施
並
び
に
町

民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
章
嘩
日
向
糊

を
図
る
た
め
に
、
か
で
な
ま
つ
り
に
お

い
て
健
壌
展
を
開
催
し
、
健
陳
に
対
す

る
町
民
意
識
の
啓
発
を
新
年
壇
も
継
続

し
て
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
さ
ら
に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
健
庸

教
育
と
し
て
の
裸
体
教
室
や
機
能
訓
練

事
業
な
ど
が
定
着
化
し
、
町
民
の
健
康

増
進
施
設
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
今
後
と
も
町
民
の
健
陳
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

七
、
老
人
保
線
事
業
に
つ
い
て

人
口
構
造
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

老
人
が
生
き
岬
孝
を
も
っ
て
明
る
く
健

や
か
に
生
活
で
き
る
こ
と
や
高
齢
化
に

伴
う
社
会
的
併
用
を
国
民
全
体
で
い
か

に
公
平
に
負
担
し
て
い
く
か
は
老
人
保

健
制
度
の
重
要
を
課
題
で
あ
り
ま
す
。

国
民
医
療
費
と
比
較
し
て
h
‖
…
齢
化
の

進
展
に
伴
っ
て
老
人
医
療
憩
が
年
々
急

増
し
て
お
り
老
人
一
人
当
り
の
医
蝶
費

は
、
他
の
世
代
の
丘
倍
を
越
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
老
人
保
健
財
政
も
年

々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
二
年
度

に
は
老
人
保
健
対
象
者
が
九
百
七
十
人

見
込
ま
れ
、
そ
れ
に
か
か
る
総
医
轢
殺

丘
七
八
、
川
〇
〇
千
円
で
前
年
度
に
比

較
し
六
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
の
1
三
な
原
因

は
入
院
治
横
礫
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
消

す
る
に
は
何
と
い
っ
て
も
健
様
の
確
保

が
第
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健
陳
診
度
、

健
穣
教
育
、
訪
問
指
事
等
を
実
施
し
老

人
の
健
陳
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

八
、
国
民
健
鷹
保
験
事
業
に
つ
い
て

国
保
制
度
は
、
国
民
の
医
療
と
健
蝶

を
確
保
す
る
た
め
に
相
互
扶
助
の
柏
神

で
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運

営
は
独
立
採
算
性
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。

梓
に
、
国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化
の

進
展
、
疾
病
構
造
の
複
雑
化
に
伴
っ
て

長
朋
培
養
音
や
h
‥
…
諏
医
療
音
の
増
加
傾

向
が
あ
る
な
か
で
、
老
人
保
健
制
度
、

退
職
烏
医
糠
制
度
、
さ
ら
に
は
昭
和
六

十
二
年
度
の
保
険
基
礎
安
定
制
度
の
創

設
等
の
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の

依
然
と
し
て
財
政
運
蕾
は
厳
し
く
昨
年

度
は
一
般
会
計
よ
り
し
ハ
〇
．
〇
〇
〇
千

円
、
新
年
度
も
・
．
ハ
〇
．
〇
〇
〇
十
H
の

繰
出
し
を
や
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
国
保
の
長
期
的
安
定
と
財
政
の

健
全
化
を
め
さ
し
医
療
礫
抑
制
対
策
と

し
て
関
係
謀
及
び
町
内
川
棒
と
の
連
携

の
も
と
で
保
健
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
保
険
税
の
収
納
率
の
向
L
並
び

に
医
療
僻
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
る

所
花
で
す
リ

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

座
業
を
育
成
し
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
は
、
町
民
生
活
を
豊
か
に

し
、
即
発
鹿
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ

り
ま
す
▲
。
本
町
は
、
広
大
な
土
地
が
軍

用
地
と
な
っ
て
座
業
の
振
興
－
二
人
き
ノ
＼

制
約
を
う
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
克

服
し
地
域
の
持
作
を
生
か
し
た
成
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
屯
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
】
▼

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
こ
理
解
と

こ
協
力
を
い
た
だ
き
革
目
地
の
返
還
及

び
整
理
縮
小
な
ど
を
漬
極
的
に
促
進
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
農
協
、
各
種

生
産
組
合
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
を
が

ら
、
国
、
県
の
各
種
制
健
の
相
模
的
活

用
を
図
り
、
生
庵
性
の
向
上
、
豊
か
な

泊
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
産
業

の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

一
、
農
業
に
つ
い
て

農
産
物
の
自
由
化
攻
勢
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
価
格
問
題
な
ど
農
業
を
取
り
巻
′
、

情
勢
は
厳
し
い
状
況
F
に
あ
り
ま
す
。

本
町
の
農
業
は
、
農
地
の
殆
ど
が
軍

用
地
内
の
黙
認
耕
作
地
と
い
う
特
異
な

事
橋
下
で
種
々
の
制
約
を
う
け
農
魔
物

の
栽
培
、
肥
培
管
理
等
に
大
き
な
降
雪

を
き
た
し
営
農
上
不
利
を
条
件
下
に
お

か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
不
利
な

項
塊
に
あ
っ
て
も
近
代
化
農
業
を
こ
こ

ろ
さ
す
長
官
の
皆
様
に
よ
り
、
各
種
生

産
組
合
が
結
成
さ
れ
農
業
基
盤
整
備
も

逐
次
す
す
め
ら
れ
、
野
菜
、
花
キ
等
の

出
荷
が
亜
凋
に
行
わ
れ
て
お
り
、
生
庵

題
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
新
年
度
も
昭
和

嘉
手
納
・
読
谷
合
同

ゴ
ミ
処
理
は
じ
ま
る

四
月
一
日
か
ら

r
ゴ
ミ
処
理
の
間
亀
だ
け
で
な
く
、

今
後
両
町
村
で
共
同
で
処
理
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
闘
竃
に
も
協
繭
し
て
い

き
た
い
」
と
固
い
遭
手
を
す
る
吉
浜
町

長
と
山
内
村
長
。

義
手
納
、
読
谷
「
一
般
廃
棄
物
合
同

処
理
協
約
書
」
の
調
印
式
が
三
月
三
日

午
前
、
町
役
場
応
接
室
に
吉
浜
朝
永
町

長
、
山
内
徳
信
村
長
ら
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

両
町
村
の
間
に
締
結
さ
れ
た
協
約
に

よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
読
谷
村
の
字
大

湾
、
比
謝
、
大
木
、
古
堅
、
渡
具
知
、

書
名
、
親
志
、
長
田
、
伊
良
皆
、
牧
原
、

比
謝
虻
の
十
一
字
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
の

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
も
町
美
化
セ
ン

タ
ー
で
娩
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

焼
却
後
の
残
漣
等
に
つ
い
て
は
、
読

谷
村
毅
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
す
る
。

美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
一
日
十
六

ト
ン
が
焼
却
さ
れ
て
い
る
が
、
四
月
‥

日
か
ら
は
倍
の
三
十
二
・
六
ト
ン
を
予

想
し
て
い
る
。
美
化
セ
ン
タ
1
は
本
来
、

三
十
ト
ン
工
場
と
し
て
の
能
力
を
も
ち

合
同
処
理
が
は
じ
ま
る
と
、
午
後
十
一

時
三
十
分
ま
で
の
操
業
で
充
分
処
理
で

き
る
。合

同
処
理
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
煉
却
の

経
費
が
節
減
で
き
る
。
ま
た
、
読
谷
村

の
毅
終
処
分
場
も
中
間
煉
却
す
る
こ
と

に
よ
り
、
延
命
化
に
つ
な
が
り
衛
生
面

も
良
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
合

同
処
理
は
両
町
村
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

蔓

重

宝

董

」

会
員
相
互
の
親
睦
、
健
康
の
保
持
輔

進
と
生
き
が
い
を
高
め
よ
う
1
と
哀
老

連
芸
能
の
つ
ど
い
が
、
二
月
二
十
四
日

午
後
稔
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
内
聞
廣
会
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
多
様
化
す
る
長
寿
社
会

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
会
員
皆
様

が
各
自
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
学
習

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
等
幅
広
い
分

野
の
活
動
に
棟
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。
二
十
五
周
年
の
節

目
に
　
r
第
一
回
芸
能
の
つ
ど
い
」
　
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
物
心
両
面
に

わ
た
り
ご
拇
導
、
ご
援
助
く
だ
さ
っ
た

町
当
局
、
町
議
会
、
町
杜
協
、
親
身
に

な
っ
て
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
員
待
望
の
芸
能
の
つ
ど
い
は
、
ふ

る
さ
と
、
年
寄
は
宝
、
か
な
さ
ん
ピ
ー
、

踊
り
ナ
ー
ク
ニ
ー
、
浜
小
唄
な
ど
十
九

滴
日
が
演
じ
ら
れ
、
l
つ
一
つ
の
演
技

に
大
き
な
柏
手
が
お
く
ら
れ
盛
り
あ
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
の
つ
ど
い
は
、
「
古
典
音
楽
」

「
古
典
舞
踊
」
「
民
謡
サ
ー
ク
ル
」
「
歌

声
、
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
」
　
の
発
表
の
場

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
各
年
に
開
催
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
は

「
土
地
月
間
」
で
す

平
成
二
年
度
よ
り
土
地
に
つ
い

て
の
基
本
理
念
の
普
及
、
啓
華
を

図
る
と
と
も
に
地
価
公
示
、
土
地

取
引
の
届
出
、
国
土
講
壷
等
の
土

地
対
策
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解

を
深
め
、
土
地
対
策
の
よ
り
実
効

あ
る
推
進
に
資
す
る
た
め
「
土
地

月
間
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
は
限
り
あ
る
資
源
。
み
ん

な
で
活
か
し
豊
か
な
未
来
。

土
地
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の

福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

②
　
土
地
は
、
連
正
に
か
つ
計
画

的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

です。

③
　
土
地
は
、
投
機
的
な
目
的
で

取
引
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の

です。
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養 務 的 経 書 �人　　件　　費 �千円 �　％ 32．7 �千円 �　′′ 32．1 �′′ 4．7 �報酬、給料、職貝手当等、共済賛、市 
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維持補帽管 �41，287 �1．0 �55，038 �1．3 �△　25．0 �道路維持管27，029 教育施設等維持補修甘7，060 公共施設等維持補修費7．198 

扶　　助　　費 �53，696 �1．2 �54，102 �1．3 �△　　0．8 �児童手当27，810、敬老年金等10，304、 身障者見舞金等3，430、要保護準要保 護児童生徒扶助費等10，241 

公　　憤　　智 �358．600 �8．4 �346，133 �8．3 �3．6 �元金157，345　利子201，255 

計 �2，500，133 �58．4 �2，407，645 �57．8 �3．8 � 

投 資 的 経 書 �普通建設事業費 �1．278，275 �29．9 �1，297，619 �31．2 �△　　2．5 �捻務賛18．194南米寄贈木等植栽工事 民生背6，310福祉バス購入等 術生費17，300集合煙道柿帽工事等 農林水産業菅45．488農業用施設（温室） 設置助成事業、農 道工事智、漁業用 施設（無線、パヤオ） 設置助成事業 土木サ944．352未買収道路用地取得事 業、その他道路用地取 得事業、土地区画整理 事業、町道75号縄改良 舗装工事、義手納運動 公園整備事業、水釜・ 大木練揺りょう整備事 業、屋良虎地慌線整備 事業 消防費8，601消防庁舎実施設計等 教育費238．030嘉手納地区学習等供用 施設建設工事、嘉小新 増改築実施設計 

うち補助事業 �802．896 �18．8 �674．865 �16．2 �19．0 

うち単独事業 �475，379 �11．1 �622，754 �15．0 �△　23．7 

先業対策事業費 �1 � �20，944 �0．5 �△100．0 

災害後旧事業費 �4 � �4 � � 

計 �1，278，280 �29．9 �1，318，567 �31．7 �△　　3．1 

そ の 他 の 経 千 �補　助　費　等 �218．712 �5．1 �206．832 �5．0 �5．7 �租借費、各種保険料、負担金補助及び 交付金、補償、補填及び賠償金、公課 脅、その他 

貸　　付　　金 �22．000 �0．5 �23．000 �0．5 �△　　4．3 �高額樟輩費貸付金11，000 応急小口資金1，000 町小口融資金10，000 

械　　立　　金 �13．746 �0．4 �11，001 �0．3 �25．0 �財政調整基金欄立金10，000 人材育成基金積立金1，245 減債基金様立金2，500 

投資及び出資金 �34，547 �0．8 �2，222 � �1．454．8 � 

撒　　出　　金 �174．971 �4．1 �166，112 �4．0 �5．3 �国保特全線出金75，565 老人特全線出金28，920 下水道特全線出金70，000 

予　　備　　費 �35．000 �0．8 �30，000 �0．7 �16．7 � 

計 �498，976 �11．7 �439，167 �10．5 �13．6 � 

合　　　　　計 ��4，277，389 �100．0 �4．165，379 �100．0 �2．7 � 
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六
卜
三
年
度
か
ら
継
続
し
て
ま
い
り
ま

し
た
温
室
助
成
事
業
と
し
て
の
洋
ラ
ン

施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
農
協
、

農
業
改
良
普
及
所
と
も
連
携
を
図
り
、

土
壌
改
良
、
農
薬
随
人
補
助
、
農
機
哀

情
人
補
助
、
農
業
相
体
連
結
協
議
会
補

肋
金
等
を
肋
成
し
、
生
権
農
官
の
経
営

安
定
向
L
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
黙
認
耕
作
地
内
の
濾
水
施
設

の
整
備
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
農
道
の

簡
易
舗
装
等
堪
盤
整
備
に
つ
い
て
は
米

軍
関
係
機
関
と
の
協
議
を
引
き
続
き
塞

脱
化
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
‘
▼二

、
畜
産
業
に
つ
い
て

畜
椎
葉
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は

民
地
城
内
に
散
在
す
る
菰
舎
の
移
動
と

施
設
の
集
約
化
な
ど
の
整
備
車
業
と
し

ま
し
て
、
久
得
平
山
原
に
昭
和
六
卜
．
二

年
度
か
ら
平
成
．
几
年
度
に
か
け
て
需
塵

農
官
の
施
設
整
備
と
し
て
の
高
座
川
地

の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
を
か
ら
、
昨
今
の
国
際
構
勢

の
せ
か
で
は
牛
肉
等
の
輸
入
自
由
化
な

ど
で
畜
瞳
長
官
と
し
て
も
厳
し
い
楠
勢

卜
に
あ
り
ま
す
が
、
町
に
お
き
ま
し
て

は
畜
産
農
富
の
生
産
意
欲
の
h
‥
同
相
と
経

営
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
畜
産
組
合

へ
の
指
導
及
び
助
成
、
さ
ら
に
は
宮
畜

伝
染
病
及
び
忠
臭
防
止
対
顎
へ
の
助
成

並
び
に
畜
産
共
進
会
を
推
よ
し
、
畜
虐

農
官
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

す。

三
、
水
産
業
に
つ
い
て

本
町
の
水
産
業
は
、
漁
業
者
の
高
齢

化
や
漁
場
の
遠
方
化
操
業
そ
し
て
漁
甥

の
環
境
の
悪
化
に
よ
り
魚
の
水
場
高
が

減
少
し
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

新
年
疫
は
、
遠
隔
化
し
た
漁
場
に
お

け
る
安
全
操
業
の
確
保
を
図
る
た
め
に

無
線
設
置
助
成
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
生
俺
安
定
に
矯
す
る
た
め
の
ハ

ヤ
オ
設
置
も
進
め
漁
糊
の
確
保
を
行
い
、

安
定
的
な
水
腸
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
講

じ
て
ま
い
る
所
存
で
す
■
U

さ
ら
に
、
漁
業
組
合
の
運
営
強
化
を

図
る
た
め
塵
業
川
体
育
成
補
肋
食
を
交

付
し
、
漁
業
者
の
生
碓
安
定
を
図
る
た

め
の
燃
料
醸
人
及
び
優
良
水
確
機
真
嘘

人
の
肋
城
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

四
、
商
工
業
に
つ
い
て

本
町
の
商
業
環
境
を
み
る
と
、
近
隣

市
町
村
の
商
業
近
代
化
の
進
展
や
町
内

へ
の
外
食
座
業
及
び
中
規
模
店
舗
な
ど

の
進
出
が
す
す
む
な
か
で
商
業
環
境
の

基
盤
整
備
の
遅
れ
に
伴
っ
て
既
存
商
店

街
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高

度
化
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
等
も
あ
り
、

顧
客
を
流
出
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す。
ま
た
、
商
業
形
態
が
零
細
規
模
で
経

営
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
か
か
え

て
、
ど
う
課
題
解
決
を
す
る
か
苦
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
商
店

街
の
清
作
化
を
伺
る
こ
と
は
商
業
の
搬

興
上
、
そ
し
て
晴
力
の
あ
る
ま
ち
つ
く

り
す
る
う
え
か
ら
も
最
大
の
課
題
で
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
魅
力
あ
る
商
業
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
昨
咋
度
よ
り
実
施
し
て

き
た
商
店
街
の
再
閲
発
に
向
け
た
調
査

紳
究
を
引
き
続
き
実
施
し
、
共
同
馳
車

場
の
整
備
充
実
や
地
域
局
蟻
を
生
か
し

た
商
店
街
整
備
の
施
策
を
行
政
並
び
に

商
工
会
、
地
域
商
店
街
な
ど
と
連
鞠
を

図
り
な
が
ら
、
商
業
の
振
興
な
ど
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
商
工
会
運
営
捕
肋
金
の

助
成
や
中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
育
成

強
化
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小
目

彙
金
融
菓
制
度
の
泊
用
の
促
進
を
図
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て

…
・
ノ
つ
く
り
は
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
…
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
よ
り
幼
い
時

か
ら
惜
嫌
を
培
い
幅
広
い
知
識
を
帽
得

し
、
来
た
る
べ
き
一
一
卜
一
世
紀
に
向
け

て
国
際
化
、
硝
報
化
、
個
性
化
、
高
齢

化
に
対
応
し
得
る
創
造
件
豊
か
で
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
い
人
材
の
育
成
は
、

教
育
行
政
の
最
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま

す。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
育

環
境
の
整
備
、
学
習
内
容
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
青
少
年
の
健
全
育
成
、
社
会

教
育
の
充
実
、
体
力
の
増
進
、
地
域
文

化
の
振
興
、
人
材
育
成
事
業
を
推
進
し
、

さ
ら
に
各
年
齢
層
に
応
じ
た
生
涯
教
育

で
豊
か
な
人
間
の
形
成
を
め
ざ
し
、
行

政
、
学
校
、
地
域
が
∵
作
と
な
っ
て
文

化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
が
伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る

教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
重
点
に
し

て
年
次
的
に
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
年
度
は
嘉
手
納
小
学
校
新

増
築
事
業
に
向
け
て
実
施
設
計
を
実
施

す
る
ほ
か
、
屋
良
小
学
校
理
科
室
の
改

造
、
両
小
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
設

置
、
嘉
手
納
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

設
備
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
県
の
教
育
的
課
題
で
あ
り
ま
す
児

童
生
徒
の
基
礎
学
力
向
上
対
策
に
つ
い

て
は
、
学
力
向
上
対
策
委
出
会
を
中
心

に
し
て
基
礎
・
基
本
的
事
項
の
指
導
を

徹
底
し
、
確
か
を
学
力
を
つ
け
基
本
的

生
活
習
憎
の
確
立
を
図
り
、
け
じ
め
の

あ
る
児
童
、
生
徒
の
育
成
を
行
政
、
学

校
、
地
域
が
．
体
と
し
て
強
力
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
じ
め
、
官
庭
内
娘
力
、

翠
誓
禦
日
、
深
夜
彿
榊
等
多
岐
に
わ
た

る
児
童
、
生
徒
の
問
題
行
動
に
つ
い
て

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
対

策
の
一
項
と
し
て
教
育
委
〓
会
に
教
吾

相
談
日
」
一
名
を
配
置
し
、
学
校
、
官
房
、

地
域
と
連
携
を
密
に
し
て
問
題
解
消
i
満
た

対
処
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
∪

ま
た
特
殊
敷
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
殊
学
級
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た

宿
泊
学
習
、
校
外
学
習
、
作
目
…
展
示
会

等
行
事
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

基
本
的
生
活
習
僧
の
確
立
、
簸
川
生
活

へ
の
適
用
、
勤
労
意
欲
の
向
I
：
な
ど
を

因
る
と
と
も
に
、
実
体
験
を
通
じ
て
児

童
生
徒
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
さ
ら

に
自
立
教
育
の
内
容
充
実
左
商
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
浜
区
地
域
〓
帝
の
幼
稚
園
児
及
び

小
学
校
低
学
年
生
の
登
園
、
登
校
に
お
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け
る
交
通
の
安
全
と
利
便
を
図
る
た
め

に
新
年
壕
か
ら
通
園
、
通
学
バ
ス
の
運

行
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。

二
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
“
r
l
ら
考
え
円
ら
行

う
地
域
づ
く
り
”
と
し
て
の
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
は
、
図
書
室
、
美
術
・
民
俗

資
料
室
の
充
実
を
図
り
、
知
的
文
化
施

設
を
含
め
た
総
合
的
文
化
の
殿
堂
と
し

て
の
再
生
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た

中
央
公
民
館
も
完
成
し
、
近
々
の
う
ち

に
開
館
す
る
運
び
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
及
び
生
涯
教
育
の
拠
点
と

し
て
内
容
の
充
実
を
進
め
、
町
民
か
ら

親
し
ま
れ
る
中
央
公
民
館
の
運
営
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
一
学
習

を
め
ざ
し
、
三
味
線
教
室
、
中
国
語
講

座
、
親
子
兼
寿
な
ど
の
各
種
教
室
を
開

設
し
各
サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
青
年
、
村
人
リ
ー
ダ
ー
な
ど

の
指
淳
者
育
成
や
子
供
会
連
結
協
議
会

の
組
織
づ
く
り
に
努
め
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
活
動
の
助
成
、
ま
た
育
少
協
の
組

織
強
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
団
体

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。ま

た
、
析
年
度
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
嘉
手
納
地
区
内
に
児
童
館
と
供
用

す
る
学
習
等
供
用
施
設
を
建
設
し
、
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の

施
設
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
社
会
体
育
に
つ
い
て

総
清
の
進
展
に
伴
っ
て
余
暇
時
間
の

増
大
、
健
礫
づ
く
り
の
機
運
の
高
ま
り

の
な
か
で
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
年
々

高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町

民
生
活
の
な
か
に
根
ざ
す
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
各
年
齢
層
に

合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
講
習
会
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
指
擢
者
の
菜

戒
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
に
努
め
、

町
民
一
人
、
一
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
て

町
民
の
体
力
づ
く
り
健
康
増
進
を
阿
り
、

健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
充
実
発
展

す
る
た
め
各
学
校
施
設
の
開
放
や
兼
久

海
浜
公
周
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

嘉
手
納
運
動
公
周
な
ど
の
効
果
的
な
利

用
を
図
っ
て
町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
む
か
え
る
複

雑
多
様
化
す
る
情
報
化
、
国
際
化
、
高

齢
化
社
会
に
も
体
的
に
対
応
し
う
る
青

少
年
の
育
成
と
廃
業
、
教
育
、
文
化
の

振
興
矩
展
に
寄
与
し
う
る
人
材
育
成
を

閉
る
た
め
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
引

き
続
き
学
資
の
貸
付
事
業
と
妃
聞
体
験

学
習
と
し
て
の
国
内
外
視
察
や
交
流
薗

業
な
ど
へ
の
助
成
事
業
そ
し
て
の
人
材

育
成
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
．
二
回
日
を
迎
え
ま
し
た
鳥
取

県
大
山
町
と
の
小
学
生
交
流
及
び
山
形

県
最
上
町
へ
の
中
学
生
の
派
遣
と
そ
れ

ぞ
れ
相
互
に
人
材
交
流
を
進
め
る
を
か

で
気
候
、
風
土
の
異
な
る
他
県
で
の
社

会
生
活
を
体
験
し
、
そ
の
交
流
の
な
か

で
友
情
と
連
帯
を
培
い
つ
つ
夢
と
希
望

自
信
と
勇
気
あ
る
児
塵
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
、
新
年
度
に
お
い
て
も
継
続
し

て
人
的
交
流
事
業
も
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

五
、
文
化
の
活
動
に
つ
い
て

ゆ
た
か
さ
や
ゆ
と
り
あ
る
時
代
の
流

れ
の
な
か
で
、
町
民
の
文
化
活
動
に
対

す
る
志
向
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
文
化
施
設
の
惟

偏
も
す
す
め
ら
れ
音
楽
鑑
賞
会
、
子
供

芸
術
発
表
会
、
文
化
講
演
会
な
ど
俸
れ

た
芸
術
・
文
化
に
町
民
が
直
接
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充
実
や
各
捕

文
化
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文

化
間
作
の
育
成
及
び
町
内
の
芸
術
・
文

化
関
係
者
の
組
織
と
し
て
の
文
化
協
会

の
発
足
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
文
化
講
習
会
、
童
謡
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
文
化
事
業
を
開
催
す
る
と
と
も
に
県

芸
術
祭
な
ど
の
誘
致
要
請
を
囲
り
、
町

民
が
す
ぼ
ら
し
い
芸
術
、
文
化
に
ふ
れ

る
機
会
の
拡
充
を
推
進
し
、
生
油
の
な

か
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
も
た
せ
る
領
域

づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
地
域
の

芸
術
文
化
の
向
上
を
阿
る
目
的
で
個
人

及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
同
体
な
ど
を
対

親
に
県
外
派
迫
に
対
す
る
助
成
事
業
を

推
進
し
、
町
民
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
あ
る
有
形
∴
無
形
の
文
化
相
及
び
民

俗
文
化
財
の
広
報
周
知
を
行
い
、
文
化

財
の
保
護
・
保
存
及
び
民
俗
文
化
の
継

承
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。町
史
編
纂
潟
東
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
「
新
聞
資
料
編
」
「
町
民
民
俗
舗
」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
「
通

史
編
」
の
資
料
収
基
な
ど
に
と
り
か
か

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て

世
界
は
二
十
一
世
紀
を
前
に
激
動
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
卜
二
月
の
マ
ル
タ

米
ソ
首
脳
会
議
を
受
け
て
両
国
の
軍
縮

条
約
の
年
内
調
印
も
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

東
内
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
菓
助
諸

国
の
民
圭
化
拡
大
等
戦
後
四
十
年
余
に

わ
た
っ
て
の
米
ソ
冷
戦
構
造
か
ら
対
話
、

協
調
へ
と
東
西
関
係
の
門
的
変
化
に
斉

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
東
敗
で
の
変
革
、
米
国
防

常
の
削
減
に
対
応
し
た
措
置
と
し
て
、

我
々
町
民
の
抗
議
の
的
で
あ
っ
た
B
1

5
2
柁
搬
略
爆
撃
機
の
グ
ア
ム
島
か
ら
米

本
国
へ
の
撤
収
表
明
を
は
じ
め
、
S
R

－
7
1
戦
略
偵
察
機
や
さ
ら
に
は
嘉
手
納

基
地
へ
移
射
予
定
で
あ
っ
た
在
比
第
2
6

仮
想
敵
機
中
隊
が
解
隊
さ
れ
た
こ
と
は
、

日
常
、
騒
音
な
ど
基
地
被
害
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
町
民
に
と
っ
て
正
に
朗
報

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

加
え
て
、
米
国
海
軍
の
高
官
に
よ
っ

て
　
「
沖
縄
は
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て

土
地
利
用
が
限
定
さ
れ
て
き
て
お
り
、

米
軍
の
存
在
や
基
地
使
用
に
対
し
神
経

な
感
情
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
対
策
と

し
て
基
地
の
整
理
統
合
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
を
ど
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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し
か
し
、
世
界
的
に
平
和
へ
の
穐
運

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
時
代
に

逆
行
す
る
が
ご
と
く
義
手
納
基
地
で
は

町
民
の
抗
議
を
無
視
し
、
昼
夜
に
わ
た

る
ロ
ー
リ
ー
演
習
　
二
月
三
十
一
日
～

二
月
八
日
）
　
の
実
施
や
欠
陥
機
と
い
わ

れ
伊
平
屋
島
沖
に
墜
落
し
た
ハ
リ
ア
ー

機
の
度
重
を
る
飛
来
な
ど
町
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
に
は
ま
だ
ま
だ

程
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
私
は
今
後
と
も
こ
れ
ら
演

習
の
即
時
中
止
と
併
せ
て
基
地
被
害
の

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
そ
の
ほ
か
、
懸
案
と
を
っ
て
お
り
ま

す
カ
デ
ナ
マ
リ
ー
ナ
地
区
、
消
防
庁
舎

建
設
用
地
の
返
還
や
騒
音
区
域
指
定
後

の
桁
・
増
築
宮
尾
の
防
音
工
事
の
実
施
、

鞍
保
護
世
帯
は
も
ち
ろ
ん
町
民
全
世
帯

に
対
す
る
防
音
宮
尾
空
調
施
設
維
持
管

理
費
の
完
全
助
成
等
々
の
実
現
に
向
け

て
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
基
地
行
政
の
円
滑
推
進
を
め

ざ
し
、
騒
音
測
定
機
の
購
入
、
陣
容
の

充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
ほ
か
　
「
基

地
と
落
手
納
」
　
の
発
刊
、
さ
ら
に
は
町

基
地
対
策
協
議
会
の
活
性
化
に
向
け
助

成
を
講
じ
て
ま
い
る
ほ
か
、
基
地
の
跡

利
開
計
画
〓
土
地
利
用
）
　
の
策
定
に
向

け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
を
お
、
基
地
問
題
は
一
朝
一
夕
に
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
幾
多
の
艶
聞
、

課
題
が
山
根
し
て
お
り
、
行
政
の
み
の

力
で
は
無
理
が
生
じ
、
議
会
、
町
基
地

対
策
協
議
会
及
び
全
町
民
が
一
体
と
な

っ
て
対
処
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
議
員
諸
賢
並
び
に
町
民
各
位
の
ご

協
力
を
衷
心
よ
り
お
餅
い
申
し
上
げ
ま

す。

行
財
政
に
つ
い
て

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

最
近
の
社
会
の
構
造
的
変
化
に
伴
っ

て
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
と
特
徴

的
な
変
化
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
治
体
行
政

と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
役
割
は
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
住
民
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
、
山
‖
何
度
化
し
て
い
て
お
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
即
応
性
、
弾
力

性
、
機
動
性
の
高
い
対
応
を
す
べ
く
職

員
の
責
務
は
ま
す
ま
す
重
く
、
よ
り
禎

雑
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
多
様
化
、
高
度
化
の
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新
年
度
も
教

薫
と
知
識
を
習
得
し
時
代
を
先
取
り
す

る
創
造
力
と
判
断
力
を
身
に
付
け
た
町

民
か
ら
親
し
ま
れ
る
職
員
像
を
め
ざ
し
、

職
n
研
修
の
充
実
強
化
を
阿
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
ヒ
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
、
事
務
改
善
と
電
算
化
の
推
進
に

つ
い
て

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

各
種
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
簡
素
合
理

化
と
効
率
的
推
進
に
向
け
諸
施
療
を
講

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
地
方
財
政
の
も
と
最

小
経
費
で
最
大
の
行
政
効
果
を
達
成
す

る
為
に
は
引
き
続
き
事
務
弔
意
の
合
理

化
を
は
じ
め
と
す
る
行
財
政
制
度
の
改

革
等
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ます。新
年
度
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
事
務

の
迅
速
合
理
化
を
図
り
、
電
算
業
務
を

ス
タ
ー
ト
　
（
十
日
増
予
定
）
　
さ
せ
る
と

と
も
に
事
務
事
業
の
合
理
化
を
め
ざ
し

行
政
の
滅
塩
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

三
、
財
政
確
立
に
つ
い
て

人
目
の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け

る
わ
が
国
の
ホ
任
は
増
大
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
し
、
国
富
財
政
の
弾
力
的

に
対
応
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
特
別
公
債
依

存
体
質
か
ら
の
脱
却
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直

し
、
合
理
化
に
取
り
組
む
こ
と
等
に
よ

り
公
債
発
行
額
を
可
能
な
限
り
締
減
す

る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
下
の
地
方
財
政
は
累
漬
し

た
地
方
偶
を
抱
え
、
こ
れ
ら
の
低
速
が

大
き
な
負
担
と
在
る
ほ
ど
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
は
、

国
、
地
方
の
共
通
の
課
題
と
在
っ
て
お

り
ま
す
。

新
年
度
の
本
町
の
財
政
に
お
い
て
も
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
中
期
五
力
年
計

画
に
も
ら
れ
た
各
種
事
業
の
推
進
を
始

め
、
年
々
増
大
す
る
地
域
住
民
の
行
政

需
要
に
応
じ
る
た
め
厳
し
い
財
政
連
営

お
　
わ

以
上
、
平
成
二
年
度
の
町
政
運
営
に

あ
た
り
所
信
の
一
端
を
申
し
と
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
財
政
奉
楢
の
厳
し
い

現
状
に
か
ん
が
み
、
行
財
政
の
効
率
的

を
運
用
を
は
か
り
、
わ
が
町
の
将
来
像

「
安
ら
ぎ
と
生
き
甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち

素
手
納
」
の
建
設
に
向
け
て
全
職
員
の

英
知
を
結
基
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
従
来
に
も

増
し
て
自
主
財
源
（
町
税
）
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経
常
経
費
の
節
減

と
経
費
支
出
の
効
率
化
に
徹
し
、
創
意

工
夫
を
持
っ
て
町
財
政
の
運
営
に
対
処

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
財
政
事
情
の
も
と
で
の
平

成
二
年
度
予
算
は
、

一
一
般
会
計
予
算

四
、
二
七
七
、
三
八
九
千
円

二
．
国
民
健
版
保
険
特
別
会
計
予
算

七
六
七
、
〇
七
〇
千
円

三
．
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

五
七
九
、
五
七
六
千
円

四
．
水
道
事
業
会
計
予
算

三
九
五
、
〇
一
七
千
円

五
．
下
水
道
特
別
会
計
予
算

一
四
五
、
四
六
二
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

－J

リ　ー議
員
諸
賢
並
び
に
町
民
各
位
の
ご
指

導
と
ご
支
接
を
お
聯
い
申
し
上
げ
ま
し

て
私
の
平
成
二
年
度
に
向
け
て
の
施
政

方
針
と
放
し
ま
す
。

嘉
手
納
町
長
　
吉
浜
朝
永
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平成2年度嘉手納町一般会計予算
42億7，738万9千円

前年度比1億1，201万円（2．7％）増

本年度予算額
自主財源　1，253，823（29．390）

依存財源　3，023．566（70．7％）

計　　　4，277，389（100　％）

一般財源　2，774，427（64．9％）

特定財源　1，502，962（35．1％）

計　　　4．277，389（100　％）

前年度予算街　　　　　　前年度比較　伸率
1，258，309（30．2％）　　　△　4，486（△0．4％）

2．907，070（69．8％）　　　　116，496（　4．0％）

4．165，379（100　％）　　　　112．010t　2．7％）

2．735，230（65．7％）　　　　　39．197t l．4㌔）

1，430．149（34．3％）　　　　　72，813（　5．1％）

4．165．379（100　％）　　　　112，010（　2．7％）

平成2年度　一般会計予算

使用料及び手数料60．360（1．4日中牢△0．4

地方譲与税67．629（161伸率99．8

歳

入

県支出金68．594（16）伸率△5．日

諸収入91．951（2．1）仲率△35．4

国有提供施設等所わ＝
市町村助成交付金188，631（4．4）

伸牢2，0

財産収入229．492（5．4）
伸郵2．8

施設等所在市町村調整交付金
494．195（11．5）伸率3．9

その他
分担金及び魚日金　　　55，102（1．3）仲平△17．1

判子割交付金　　　　　23，453（〔LS）伸牢12．4
繰越金　　　　　　　　20．000（0．5）仲平△50．0

自動車取得税交付金　　8．008川．2）伸牢　3．6
交通安全対策特別交付缶2，263rO．1）伸幸△25．8
綬入金　　　　　　　　　　3（一）仲卒　　0
寄附金　　　　　　　　　lr　－）仲平　　0

凹庫支出金
950．524（2221仲牢7．7

町税
855．338（20．日中卒3．3

一10　－

本
町
の
平
成
二
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
予
算
が
三
月
三
十
日
の
第
十
四

回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
本
会
議
に
お
い

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
じ

一
般
会
計
子
弟
は
、
四
二
億
七
、
七

三
一
八
万
九
千
円
て
、
前
年
度
に
比
較
し

一
億
一
、
二
C
一
万
円
（
二
、
七
パ
ー

セ
ン
ト
）
　
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
千
第
の
特
徴
と
し
て
は
、
鶴

手
的
地
区
学
習
等
供
用
施
設
・
児
東
館

の
建
設
、
栽
手
納
小
学
校
・
消
防
庁
舎

の
実
施
設
計
、
都
市
計
画
事
繁
等
ハ
ー

ト
施
策
の
促
進
と
と
も
に
教
育
相
談
日

（
訪
問
教
師
）
　
の
新
設
、
西
浜
区
通
園

通
学
バ
ス
の
運
行
、
人
相
育
成
、
文
化

事
業
の
充
実
、
福
祉
バ
ス
の
購
入
補
助

等
々
ソ
フ
ト
面
に
も
充
分
配
慮
し
た
ハ

ラ
ン
ス
の
あ
る
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
特
別
会
計
の
子
弟
は
、

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

七
億
六
、
七
〇
七
万
円

◎
老
人
保
険
特
別
会
計

五
億
七
、
九
五
七
万
六
千
円

◎
水
道
事
業
会
計

三
倍
九
、
五
〇
t
万
七
千
円

◎
下
水
道
特
別
会
計

一
億
四
、
五
四
六
万
二
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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その他
予　伯　仲35．α10川．R）仲平16．7
商l二　代31．424川．7）仲牢△22．8

災悠板目昭　　　利　－）仲や　（I
諸支出企　　　2（－）仲牢△100〔I
・芳　削　珊　　ll　一）仲平△1nr）．0

農称水産業椚95．5LIl（2．2）伸す△3日．5

歳

出

平成2年度当初予算性質別内訳グラフ

その他の純珊
弟軋り76111．71伸・ヰ；13．6

－11－

け
る
交
通
の
安
全
と
利
便
を
図
る
た
め

に
新
年
壕
か
ら
通
園
、
通
学
バ
ス
の
運

行
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。

二
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
“
r
l
ら
考
え
円
ら
行

う
地
域
づ
く
り
”
と
し
て
の
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
は
、
図
書
室
、
美
術
・
民
俗

資
料
室
の
充
実
を
図
り
、
知
的
文
化
施

設
を
含
め
た
総
合
的
文
化
の
殿
堂
と
し

て
の
再
生
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た

中
央
公
民
館
も
完
成
し
、
近
々
の
う
ち

に
開
館
す
る
運
び
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
及
び
生
涯
教
育
の
拠
点
と

し
て
内
容
の
充
実
を
進
め
、
町
民
か
ら

親
し
ま
れ
る
中
央
公
民
館
の
運
営
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
一
学
習

を
め
ざ
し
、
三
味
線
教
室
、
中
国
語
講

座
、
親
子
兼
寿
な
ど
の
各
種
教
室
を
開

設
し
各
サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
青
年
、
村
人
リ
ー
ダ
ー
な
ど

の
指
淳
者
育
成
や
子
供
会
連
結
協
議
会

の
組
織
づ
く
り
に
努
め
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
活
動
の
助
成
、
ま
た
育
少
協
の
組

織
強
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
団
体

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。ま

た
、
析
年
度
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
嘉
手
納
地
区
内
に
児
童
館
と
供
用

す
る
学
習
等
供
用
施
設
を
建
設
し
、
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の

施
設
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
社
会
体
育
に
つ
い
て

総
清
の
進
展
に
伴
っ
て
余
暇
時
間
の

増
大
、
健
礫
づ
く
り
の
機
運
の
高
ま
り

の
な
か
で
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
年
々

高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町

民
生
活
の
な
か
に
根
ざ
す
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
各
年
齢
層
に

合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
講
習
会
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
指
擢
者
の
菜

戒
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
に
努
め
、

町
民
一
人
、
一
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
て

町
民
の
体
力
づ
く
り
健
康
増
進
を
阿
り
、

健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
充
実
発
展

す
る
た
め
各
学
校
施
設
の
開
放
や
兼
久

海
浜
公
周
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

嘉
手
納
運
動
公
周
な
ど
の
効
果
的
な
利

用
を
図
っ
て
町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
む
か
え
る
複

雑
多
様
化
す
る
情
報
化
、
国
際
化
、
高

齢
化
社
会
に
も
体
的
に
対
応
し
う
る
青

少
年
の
育
成
と
廃
業
、
教
育
、
文
化
の

振
興
矩
展
に
寄
与
し
う
る
人
材
育
成
を

閉
る
た
め
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
引

き
続
き
学
資
の
貸
付
事
業
と
妃
聞
体
験

学
習
と
し
て
の
国
内
外
視
察
や
交
流
薗

業
な
ど
へ
の
助
成
事
業
そ
し
て
の
人
材

育
成
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
．
二
回
日
を
迎
え
ま
し
た
鳥
取

県
大
山
町
と
の
小
学
生
交
流
及
び
山
形

県
最
上
町
へ
の
中
学
生
の
派
遣
と
そ
れ

ぞ
れ
相
互
に
人
材
交
流
を
進
め
る
を
か

で
気
候
、
風
土
の
異
な
る
他
県
で
の
社

会
生
活
を
体
験
し
、
そ
の
交
流
の
な
か

で
友
情
と
連
帯
を
培
い
つ
つ
夢
と
希
望

自
信
と
勇
気
あ
る
児
塵
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
、
新
年
度
に
お
い
て
も
継
続
し

て
人
的
交
流
事
業
も
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

五
、
文
化
の
活
動
に
つ
い
て

ゆ
た
か
さ
や
ゆ
と
り
あ
る
時
代
の
流

れ
の
な
か
で
、
町
民
の
文
化
活
動
に
対

す
る
志
向
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
文
化
施
設
の
惟

偏
も
す
す
め
ら
れ
音
楽
鑑
賞
会
、
子
供

芸
術
発
表
会
、
文
化
講
演
会
な
ど
俸
れ

た
芸
術
・
文
化
に
町
民
が
直
接
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充
実
や
各
捕

文
化
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文

化
間
作
の
育
成
及
び
町
内
の
芸
術
・
文

化
関
係
者
の
組
織
と
し
て
の
文
化
協
会

の
発
足
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
文
化
講
習
会
、
童
謡
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
文
化
事
業
を
開
催
す
る
と
と
も
に
県

芸
術
祭
な
ど
の
誘
致
要
請
を
囲
り
、
町

民
が
す
ぼ
ら
し
い
芸
術
、
文
化
に
ふ
れ

る
機
会
の
拡
充
を
推
進
し
、
生
油
の
な

か
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
も
た
せ
る
領
域

づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
地
域
の

芸
術
文
化
の
向
上
を
阿
る
目
的
で
個
人

及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
同
体
な
ど
を
対

親
に
県
外
派
迫
に
対
す
る
助
成
事
業
を

推
進
し
、
町
民
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
あ
る
有
形
∴
無
形
の
文
化
相
及
び
民

俗
文
化
財
の
広
報
周
知
を
行
い
、
文
化

財
の
保
護
・
保
存
及
び
民
俗
文
化
の
継

承
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。町
史
編
纂
潟
東
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
「
新
聞
資
料
編
」
「
町
民
民
俗
舗
」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
「
通

史
編
」
の
資
料
収
基
な
ど
に
と
り
か
か

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て

世
界
は
二
十
一
世
紀
を
前
に
激
動
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
卜
二
月
の
マ
ル
タ

米
ソ
首
脳
会
議
を
受
け
て
両
国
の
軍
縮

条
約
の
年
内
調
印
も
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

東
内
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
菓
助
諸

国
の
民
圭
化
拡
大
等
戦
後
四
十
年
余
に

わ
た
っ
て
の
米
ソ
冷
戦
構
造
か
ら
対
話
、

協
調
へ
と
東
西
関
係
の
門
的
変
化
に
斉

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
東
敗
で
の
変
革
、
米
国
防

常
の
削
減
に
対
応
し
た
措
置
と
し
て
、

我
々
町
民
の
抗
議
の
的
で
あ
っ
た
B
1

5
2
柁
搬
略
爆
撃
機
の
グ
ア
ム
島
か
ら
米

本
国
へ
の
撤
収
表
明
を
は
じ
め
、
S
R

－
7
1
戦
略
偵
察
機
や
さ
ら
に
は
嘉
手
納

基
地
へ
移
射
予
定
で
あ
っ
た
在
比
第
2
6

仮
想
敵
機
中
隊
が
解
隊
さ
れ
た
こ
と
は
、

日
常
、
騒
音
な
ど
基
地
被
害
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
町
民
に
と
っ
て
正
に
朗
報

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

加
え
て
、
米
国
海
軍
の
高
官
に
よ
っ

て
　
「
沖
縄
は
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て

土
地
利
用
が
限
定
さ
れ
て
き
て
お
り
、

米
軍
の
存
在
や
基
地
使
用
に
対
し
神
経

な
感
情
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
対
策
と

し
て
基
地
の
整
理
統
合
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
を
ど
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。



・広報かでな

平成2年度当初予算性質別内訳表

元成2年4月1日

性質別 大分類 �性質別細分類 �平成2年 度予井額 �構成比 �前年度 予算額 �構成比 �伸　率 �性質別紺分類の主な内容　単位：千円 

養 務 的 経 書 �人　　件　　費 �千円 �　％ 32．7 �千円 �　′′ 32．1 �′′ 4．7 �報酬、給料、職貝手当等、共済賛、市 

1，400，634 ��1．337，527 ���町村総合事務組合負担金、恩給及び退 職年金賛 

物　　件　　徴 �645，916 �15．1 �614，845 �14．8 �5．1 �賃金、旅費、交際や、需用費、役務脅 委託料、使用料及び1円昔料、備品購入 費、その他 

維持補帽管 �41，287 �1．0 �55，038 �1．3 �△　25．0 �道路維持管27，029 教育施設等維持補修甘7，060 公共施設等維持補修費7．198 

扶　　助　　費 �53，696 �1．2 �54，102 �1．3 �△　　0．8 �児童手当27，810、敬老年金等10，304、 身障者見舞金等3，430、要保護準要保 護児童生徒扶助費等10，241 

公　　憤　　智 �358．600 �8．4 �346，133 �8．3 �3．6 �元金157，345　利子201，255 

計 �2，500，133 �58．4 �2，407，645 �57．8 �3．8 � 

投 資 的 経 書 �普通建設事業費 �1．278，275 �29．9 �1，297，619 �31．2 �△　　2．5 �捻務賛18．194南米寄贈木等植栽工事 民生背6，310福祉バス購入等 術生費17，300集合煙道柿帽工事等 農林水産業菅45．488農業用施設（温室） 設置助成事業、農 道工事智、漁業用 施設（無線、パヤオ） 設置助成事業 土木サ944．352未買収道路用地取得事 業、その他道路用地取 得事業、土地区画整理 事業、町道75号縄改良 舗装工事、義手納運動 公園整備事業、水釜・ 大木練揺りょう整備事 業、屋良虎地慌線整備 事業 消防費8，601消防庁舎実施設計等 教育費238．030嘉手納地区学習等供用 施設建設工事、嘉小新 増改築実施設計 

うち補助事業 �802．896 �18．8 �674．865 �16．2 �19．0 

うち単独事業 �475，379 �11．1 �622，754 �15．0 �△　23．7 

先業対策事業費 �1 � �20，944 �0．5 �△100．0 

災害後旧事業費 �4 � �4 � � 

計 �1，278，280 �29．9 �1，318，567 �31．7 �△　　3．1 

そ の 他 の 経 千 �補　助　費　等 �218．712 �5．1 �206．832 �5．0 �5．7 �租借費、各種保険料、負担金補助及び 交付金、補償、補填及び賠償金、公課 脅、その他 

貸　　付　　金 �22．000 �0．5 �23．000 �0．5 �△　　4．3 �高額樟輩費貸付金11，000 応急小口資金1，000 町小口融資金10，000 

械　　立　　金 �13．746 �0．4 �11，001 �0．3 �25．0 �財政調整基金欄立金10，000 人材育成基金積立金1，245 減債基金様立金2，500 

投資及び出資金 �34，547 �0．8 �2，222 � �1．454．8 � 

撒　　出　　金 �174．971 �4．1 �166，112 �4．0 �5．3 �国保特全線出金75，565 老人特全線出金28，920 下水道特全線出金70，000 

予　　備　　費 �35．000 �0．8 �30，000 �0．7 �16．7 � 

計 �498，976 �11．7 �439，167 �10．5 �13．6 � 

合　　　　　計 ��4，277，389 �100．0 �4．165，379 �100．0 �2．7 � 
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六
卜
三
年
度
か
ら
継
続
し
て
ま
い
り
ま

し
た
温
室
助
成
事
業
と
し
て
の
洋
ラ
ン

施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
農
協
、

農
業
改
良
普
及
所
と
も
連
携
を
図
り
、

土
壌
改
良
、
農
薬
随
人
補
助
、
農
機
哀

情
人
補
助
、
農
業
相
体
連
結
協
議
会
補

肋
金
等
を
肋
成
し
、
生
権
農
官
の
経
営

安
定
向
L
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
黙
認
耕
作
地
内
の
濾
水
施
設

の
整
備
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
農
道
の

簡
易
舗
装
等
堪
盤
整
備
に
つ
い
て
は
米

軍
関
係
機
関
と
の
協
議
を
引
き
続
き
塞

脱
化
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
‘
▼二

、
畜
産
業
に
つ
い
て

畜
椎
葉
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は

民
地
城
内
に
散
在
す
る
菰
舎
の
移
動
と

施
設
の
集
約
化
な
ど
の
整
備
車
業
と
し

ま
し
て
、
久
得
平
山
原
に
昭
和
六
卜
．
二

年
度
か
ら
平
成
．
几
年
度
に
か
け
て
需
塵

農
官
の
施
設
整
備
と
し
て
の
高
座
川
地

の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
を
か
ら
、
昨
今
の
国
際
構
勢

の
せ
か
で
は
牛
肉
等
の
輸
入
自
由
化
な

ど
で
畜
瞳
長
官
と
し
て
も
厳
し
い
楠
勢

卜
に
あ
り
ま
す
が
、
町
に
お
き
ま
し
て

は
畜
産
農
富
の
生
産
意
欲
の
h
‥
同
相
と
経

営
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
畜
産
組
合

へ
の
指
導
及
び
助
成
、
さ
ら
に
は
宮
畜

伝
染
病
及
び
忠
臭
防
止
対
顎
へ
の
助
成

並
び
に
畜
産
共
進
会
を
推
よ
し
、
畜
虐

農
官
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

す。

三
、
水
産
業
に
つ
い
て

本
町
の
水
産
業
は
、
漁
業
者
の
高
齢

化
や
漁
場
の
遠
方
化
操
業
そ
し
て
漁
甥

の
環
境
の
悪
化
に
よ
り
魚
の
水
場
高
が

減
少
し
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

新
年
疫
は
、
遠
隔
化
し
た
漁
場
に
お

け
る
安
全
操
業
の
確
保
を
図
る
た
め
に

無
線
設
置
助
成
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
生
俺
安
定
に
矯
す
る
た
め
の
ハ

ヤ
オ
設
置
も
進
め
漁
糊
の
確
保
を
行
い
、

安
定
的
な
水
腸
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
講

じ
て
ま
い
る
所
存
で
す
■
U

さ
ら
に
、
漁
業
組
合
の
運
営
強
化
を

図
る
た
め
塵
業
川
体
育
成
補
肋
食
を
交

付
し
、
漁
業
者
の
生
碓
安
定
を
図
る
た

め
の
燃
料
醸
人
及
び
優
良
水
確
機
真
嘘

人
の
肋
城
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

四
、
商
工
業
に
つ
い
て

本
町
の
商
業
環
境
を
み
る
と
、
近
隣

市
町
村
の
商
業
近
代
化
の
進
展
や
町
内

へ
の
外
食
座
業
及
び
中
規
模
店
舗
な
ど

の
進
出
が
す
す
む
な
か
で
商
業
環
境
の

基
盤
整
備
の
遅
れ
に
伴
っ
て
既
存
商
店

街
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高

度
化
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
等
も
あ
り
、

顧
客
を
流
出
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す。
ま
た
、
商
業
形
態
が
零
細
規
模
で
経

営
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
か
か
え

て
、
ど
う
課
題
解
決
を
す
る
か
苦
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
商
店

街
の
清
作
化
を
伺
る
こ
と
は
商
業
の
搬

興
上
、
そ
し
て
晴
力
の
あ
る
ま
ち
つ
く

り
す
る
う
え
か
ら
も
最
大
の
課
題
で
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
魅
力
あ
る
商
業
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
昨
咋
度
よ
り
実
施
し
て

き
た
商
店
街
の
再
閲
発
に
向
け
た
調
査

紳
究
を
引
き
続
き
実
施
し
、
共
同
馳
車

場
の
整
備
充
実
や
地
域
局
蟻
を
生
か
し

た
商
店
街
整
備
の
施
策
を
行
政
並
び
に

商
工
会
、
地
域
商
店
街
な
ど
と
連
鞠
を

図
り
な
が
ら
、
商
業
の
振
興
な
ど
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
商
工
会
運
営
捕
肋
金
の

助
成
や
中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
育
成

強
化
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小
目

彙
金
融
菓
制
度
の
泊
用
の
促
進
を
図
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て

…
・
ノ
つ
く
り
は
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
…
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
よ
り
幼
い
時

か
ら
惜
嫌
を
培
い
幅
広
い
知
識
を
帽
得

し
、
来
た
る
べ
き
一
一
卜
一
世
紀
に
向
け

て
国
際
化
、
硝
報
化
、
個
性
化
、
高
齢

化
に
対
応
し
得
る
創
造
件
豊
か
で
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
い
人
材
の
育
成
は
、

教
育
行
政
の
最
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま

す。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
育

環
境
の
整
備
、
学
習
内
容
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
青
少
年
の
健
全
育
成
、
社
会

教
育
の
充
実
、
体
力
の
増
進
、
地
域
文

化
の
振
興
、
人
材
育
成
事
業
を
推
進
し
、

さ
ら
に
各
年
齢
層
に
応
じ
た
生
涯
教
育

で
豊
か
な
人
間
の
形
成
を
め
ざ
し
、
行

政
、
学
校
、
地
域
が
∵
作
と
な
っ
て
文

化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
が
伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る

教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
重
点
に
し

て
年
次
的
に
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
年
度
は
嘉
手
納
小
学
校
新

増
築
事
業
に
向
け
て
実
施
設
計
を
実
施

す
る
ほ
か
、
屋
良
小
学
校
理
科
室
の
改

造
、
両
小
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
設

置
、
嘉
手
納
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

設
備
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
県
の
教
育
的
課
題
で
あ
り
ま
す
児

童
生
徒
の
基
礎
学
力
向
上
対
策
に
つ
い

て
は
、
学
力
向
上
対
策
委
出
会
を
中
心

に
し
て
基
礎
・
基
本
的
事
項
の
指
導
を

徹
底
し
、
確
か
を
学
力
を
つ
け
基
本
的

生
活
習
憎
の
確
立
を
図
り
、
け
じ
め
の

あ
る
児
童
、
生
徒
の
育
成
を
行
政
、
学

校
、
地
域
が
．
体
と
し
て
強
力
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
じ
め
、
官
庭
内
娘
力
、

翠
誓
禦
日
、
深
夜
彿
榊
等
多
岐
に
わ
た

る
児
童
、
生
徒
の
問
題
行
動
に
つ
い
て

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
対

策
の
一
項
と
し
て
教
育
委
〓
会
に
教
吾

相
談
日
」
一
名
を
配
置
し
、
学
校
、
官
房
、

地
域
と
連
携
を
密
に
し
て
問
題
解
消
i
満
た

対
処
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
∪

ま
た
特
殊
敷
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
殊
学
級
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た

宿
泊
学
習
、
校
外
学
習
、
作
目
…
展
示
会

等
行
事
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

基
本
的
生
活
習
僧
の
確
立
、
簸
川
生
活

へ
の
適
用
、
勤
労
意
欲
の
向
I
：
な
ど
を

因
る
と
と
も
に
、
実
体
験
を
通
じ
て
児

童
生
徒
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
さ
ら

に
自
立
教
育
の
内
容
充
実
左
商
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
浜
区
地
域
〓
帝
の
幼
稚
園
児
及
び

小
学
校
低
学
年
生
の
登
園
、
登
校
に
お
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かなさんピーを踊i

萬区のおばあちゃんたち

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
母
子
家
庭
の

経
済
的
日
立
に
向
け
て
母
子
塩
祉
資
金

の
貸
付
、
生
活
相
談
、
指
増
助
一
J
等
を

関
係
機
関
と
も
連
梢
を
図
り
母
ナ
福
祉

の
向
ヒ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。五
、
国
民
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
は
、
老
後
の
安
定
し
た
暮

ら
し
を
保
障
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
制

度
で
あ
り
ま
す
。

全
て
の
町
民
が
豊
か
を
老
後
を
送
る

た
め
に
は
、
も
れ
な
く
国
民
年
金
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
で
は
未
加
入
者
も
多

く
、
ま
た
、
若
年
加
入
者
に
未
納
者
が

集
中
し
て
い
る
た
め
に
検
認
率
が
五
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
　
へ
本
土
平
均
八
川
丁
一
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
県
平
均
四
九
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
）
　
と
極
度
に
低
い
状
況
に
あ
り

ます。そ
こ
で
新
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き

国
民
年
金
指
増
H
を
配
置
し
、
戸
別
訪

問
指
導
を
行
い
、
国
民
年
金
の
ピ
ー
ア

ー
ル
に
努
め
、
末
加
入
者
の
防
止
、
保

険
料
未
納
者
を
解
消
し
、
年
金
受
給
権

の
確
保
を
図
り
、
全
町
民
が
国
民
年
金

を
享
受
し
将
来
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

六
、
町
民
の
健
靡
づ
く
り

近
年
、
健
康
に
対
す
る
住
民
の
意
識

が
高
ま
り
各
種
保
健
事
業
が
展
開
さ
れ

大
き
を
成
業
を
納
め
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
成
人
病
及
び
柏
神
的
疾
病
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
新
年
境
も
町
健

陳
を
守
る
如
入
会
を
は
じ
め
母
子
保
健

推
進
〓
■
1
、
町
並
び
に
駐
在
保
健
軸
に
よ

る
乳
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
一
拝

し
た
健
怪
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す。
ま
た
、
老
人
保
健
事
業
を
は
じ
め
各

種
予
防
接
種
事
業
、
母
子
保
健
癒
重
石

ど
の
健
礫
診
盃
、
健
礫
相
談
、
健
康
教

育
、
訪
問
指
導
な
ど
の
実
施
並
び
に
町

民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
章
嘩
日
向
糊

を
図
る
た
め
に
、
か
で
な
ま
つ
り
に
お

い
て
健
壌
展
を
開
催
し
、
健
陳
に
対
す

る
町
民
意
識
の
啓
発
を
新
年
壇
も
継
続

し
て
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す。
さ
ら
に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
健
庸

教
育
と
し
て
の
裸
体
教
室
や
機
能
訓
練

事
業
な
ど
が
定
着
化
し
、
町
民
の
健
康

増
進
施
設
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
今
後
と
も
町
民
の
健
陳
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

七
、
老
人
保
線
事
業
に
つ
い
て

人
口
構
造
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

老
人
が
生
き
岬
孝
を
も
っ
て
明
る
く
健

や
か
に
生
活
で
き
る
こ
と
や
高
齢
化
に

伴
う
社
会
的
併
用
を
国
民
全
体
で
い
か

に
公
平
に
負
担
し
て
い
く
か
は
老
人
保

健
制
度
の
重
要
を
課
題
で
あ
り
ま
す
。

国
民
医
療
費
と
比
較
し
て
h
‖
…
齢
化
の

進
展
に
伴
っ
て
老
人
医
療
憩
が
年
々
急

増
し
て
お
り
老
人
一
人
当
り
の
医
蝶
費

は
、
他
の
世
代
の
丘
倍
を
越
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
老
人
保
健
財
政
も
年

々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
二
年
度

に
は
老
人
保
健
対
象
者
が
九
百
七
十
人

見
込
ま
れ
、
そ
れ
に
か
か
る
総
医
轢
殺

丘
七
八
、
川
〇
〇
千
円
で
前
年
度
に
比

較
し
六
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
の
1
三
な
原
因

は
入
院
治
横
礫
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
消

す
る
に
は
何
と
い
っ
て
も
健
様
の
確
保

が
第
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健
陳
診
度
、

健
穣
教
育
、
訪
問
指
事
等
を
実
施
し
老

人
の
健
陳
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

八
、
国
民
健
鷹
保
験
事
業
に
つ
い
て

国
保
制
度
は
、
国
民
の
医
療
と
健
蝶

を
確
保
す
る
た
め
に
相
互
扶
助
の
柏
神

で
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運

営
は
独
立
採
算
性
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。

梓
に
、
国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化
の

進
展
、
疾
病
構
造
の
複
雑
化
に
伴
っ
て

長
朋
培
養
音
や
h
‥
…
諏
医
療
音
の
増
加
傾

向
が
あ
る
な
か
で
、
老
人
保
健
制
度
、

退
職
烏
医
糠
制
度
、
さ
ら
に
は
昭
和
六

十
二
年
度
の
保
険
基
礎
安
定
制
度
の
創

設
等
の
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の

依
然
と
し
て
財
政
運
蕾
は
厳
し
く
昨
年

度
は
一
般
会
計
よ
り
し
ハ
〇
．
〇
〇
〇
千

円
、
新
年
度
も
・
．
ハ
〇
．
〇
〇
〇
十
H
の

繰
出
し
を
や
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
国
保
の
長
期
的
安
定
と
財
政
の

健
全
化
を
め
さ
し
医
療
礫
抑
制
対
策
と

し
て
関
係
謀
及
び
町
内
川
棒
と
の
連
携

の
も
と
で
保
健
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
保
険
税
の
収
納
率
の
向
L
並
び

に
医
療
僻
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
る

所
花
で
す
リ

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

座
業
を
育
成
し
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
は
、
町
民
生
活
を
豊
か
に

し
、
即
発
鹿
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ

り
ま
す
▲
。
本
町
は
、
広
大
な
土
地
が
軍

用
地
と
な
っ
て
座
業
の
振
興
－
二
人
き
ノ
＼

制
約
を
う
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
克

服
し
地
域
の
持
作
を
生
か
し
た
成
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
屯
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
】
▼

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
こ
理
解
と

こ
協
力
を
い
た
だ
き
革
目
地
の
返
還
及

び
整
理
縮
小
な
ど
を
漬
極
的
に
促
進
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
農
協
、
各
種

生
産
組
合
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
を
が

ら
、
国
、
県
の
各
種
制
健
の
相
模
的
活

用
を
図
り
、
生
庵
性
の
向
上
、
豊
か
な

泊
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
産
業

の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

一
、
農
業
に
つ
い
て

農
産
物
の
自
由
化
攻
勢
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
価
格
問
題
な
ど
農
業
を
取
り
巻
′
、

情
勢
は
厳
し
い
状
況
F
に
あ
り
ま
す
。

本
町
の
農
業
は
、
農
地
の
殆
ど
が
軍

用
地
内
の
黙
認
耕
作
地
と
い
う
特
異
な

事
橋
下
で
種
々
の
制
約
を
う
け
農
魔
物

の
栽
培
、
肥
培
管
理
等
に
大
き
な
降
雪

を
き
た
し
営
農
上
不
利
を
条
件
下
に
お

か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
不
利
な

項
塊
に
あ
っ
て
も
近
代
化
農
業
を
こ
こ

ろ
さ
す
長
官
の
皆
様
に
よ
り
、
各
種
生

産
組
合
が
結
成
さ
れ
農
業
基
盤
整
備
も

逐
次
す
す
め
ら
れ
、
野
菜
、
花
キ
等
の

出
荷
が
亜
凋
に
行
わ
れ
て
お
り
、
生
庵

題
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
新
年
度
も
昭
和

嘉
手
納
・
読
谷
合
同

ゴ
ミ
処
理
は
じ
ま
る

四
月
一
日
か
ら

r
ゴ
ミ
処
理
の
間
亀
だ
け
で
な
く
、

今
後
両
町
村
で
共
同
で
処
理
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
闘
竃
に
も
協
繭
し
て
い

き
た
い
」
と
固
い
遭
手
を
す
る
吉
浜
町

長
と
山
内
村
長
。

義
手
納
、
読
谷
「
一
般
廃
棄
物
合
同

処
理
協
約
書
」
の
調
印
式
が
三
月
三
日

午
前
、
町
役
場
応
接
室
に
吉
浜
朝
永
町

長
、
山
内
徳
信
村
長
ら
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

両
町
村
の
間
に
締
結
さ
れ
た
協
約
に

よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
読
谷
村
の
字
大

湾
、
比
謝
、
大
木
、
古
堅
、
渡
具
知
、

書
名
、
親
志
、
長
田
、
伊
良
皆
、
牧
原
、

比
謝
虻
の
十
一
字
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
　
の

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
も
町
美
化
セ
ン

タ
ー
で
娩
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

焼
却
後
の
残
漣
等
に
つ
い
て
は
、
読

谷
村
毅
終
処
分
場
に
埋
立
処
分
す
る
。

美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
一
日
十
六

ト
ン
が
焼
却
さ
れ
て
い
る
が
、
四
月
‥

日
か
ら
は
倍
の
三
十
二
・
六
ト
ン
を
予

想
し
て
い
る
。
美
化
セ
ン
タ
1
は
本
来
、

三
十
ト
ン
工
場
と
し
て
の
能
力
を
も
ち

合
同
処
理
が
は
じ
ま
る
と
、
午
後
十
一

時
三
十
分
ま
で
の
操
業
で
充
分
処
理
で

き
る
。合

同
処
理
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
煉
却
の

経
費
が
節
減
で
き
る
。
ま
た
、
読
谷
村

の
毅
終
処
分
場
も
中
間
煉
却
す
る
こ
と

に
よ
り
、
延
命
化
に
つ
な
が
り
衛
生
面

も
良
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
合

同
処
理
は
両
町
村
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

蔓

重

宝

董

」

会
員
相
互
の
親
睦
、
健
康
の
保
持
輔

進
と
生
き
が
い
を
高
め
よ
う
1
と
哀
老

連
芸
能
の
つ
ど
い
が
、
二
月
二
十
四
日

午
後
稔
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
内
聞
廣
会
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
多
様
化
す
る
長
寿
社
会

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
会
員
皆
様

が
各
自
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
学
習

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
等
幅
広
い
分

野
の
活
動
に
棟
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。
二
十
五
周
年
の
節

目
に
　
r
第
一
回
芸
能
の
つ
ど
い
」
　
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
物
心
両
面
に

わ
た
り
ご
拇
導
、
ご
援
助
く
だ
さ
っ
た

町
当
局
、
町
議
会
、
町
杜
協
、
親
身
に

な
っ
て
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
員
待
望
の
芸
能
の
つ
ど
い
は
、
ふ

る
さ
と
、
年
寄
は
宝
、
か
な
さ
ん
ピ
ー
、

踊
り
ナ
ー
ク
ニ
ー
、
浜
小
唄
な
ど
十
九

滴
日
が
演
じ
ら
れ
、
l
つ
一
つ
の
演
技

に
大
き
な
柏
手
が
お
く
ら
れ
盛
り
あ
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
の
つ
ど
い
は
、
「
古
典
音
楽
」

「
古
典
舞
踊
」
「
民
謡
サ
ー
ク
ル
」
「
歌

声
、
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
」
　
の
発
表
の
場

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
各
年
に
開
催
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
は

「
土
地
月
間
」
で
す

平
成
二
年
度
よ
り
土
地
に
つ
い

て
の
基
本
理
念
の
普
及
、
啓
華
を

図
る
と
と
も
に
地
価
公
示
、
土
地

取
引
の
届
出
、
国
土
講
壷
等
の
土

地
対
策
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解

を
深
め
、
土
地
対
策
の
よ
り
実
効

あ
る
推
進
に
資
す
る
た
め
「
土
地

月
間
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
は
限
り
あ
る
資
源
。
み
ん

な
で
活
か
し
豊
か
な
未
来
。

土
地
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の

福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

②
　
土
地
は
、
連
正
に
か
つ
計
画

的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

です。

③
　
土
地
は
、
投
機
的
な
目
的
で

取
引
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の

です。
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国民年金だより
納め忘れはありませんカも国民年金の保険料

保険料は毎月キチンと
納めましょう。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も
う
納
め

ま
し
た
か
。

阿
民
年
金
で
は
、
納
め
忘
れ
た
保
険

料
が
あ
り
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
国
民

年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
よ
う
に
給
料
か
ら
天
引
き
れ
る

社
会
保
険
料
と
ち
が
っ
て
、
自
分
で
納

め
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
め
忘
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
が
ち
で
す
が
、
将
来
受

け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
た
め
に
も
、
ま

た
途
中
に
お
け
る
万
一
の
事
故
な
ど
に

よ
っ
て
発
生
す
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
た
め
に
も
、
月
々

の
保
険
料
を
納
め
て
お
く
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

事
故
が
起
っ
た
後
、
あ
わ
て
て
保
険

料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

ご
自
分
の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め

に
、
保
険
料
は
町
役
場
か
ら
示
さ
れ
た

納
期
限
内
に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
前
納

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
が
町
役
場
の
窓
口
か
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
、

い
わ
ゆ
る
自
主
納
付
が
原
則
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
忙
し
か
っ
た
り
、
な
ん
ら

か
の
都
合
で
つ
い
納
め
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
ま

た
い
ち
い
ち
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手

間
を
省
く
た
め
に
、
保
険
料
の
前
納
制

度
や
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

保
険
料
の
前
納
制
度
と
い
う
の
は
、

一
年
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
一
括
し

て
納
め
る
制
度
で
す
。
前
納
を
し
ま
す

と
、
月
々
納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
が
な
く
、
し
か
も
保
険
料
が
年
五

分
五
厘
割
引
き
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
保
険
料
の
口
座
振
替
制
度

と
い
う
の
は
、
保
険
料
を
金
融
機
関
が

加
入
者
の
預
金
口
座
か
、
定
め
ら
れ
た

期
日
に
自
動
的
に
引
き
落
し
て
い
く
制

度
で
す
。
口
座
振
替
を
し
ま
す
と
、
納

め
忘
れ
を
防
ぎ
、
納
め
る
手
間
が
省
け

ます。平
成
元
年
度
分
の
保
険
料
は
、

四
月
二
十
七
日
ま
で
に
／

（
町
役
場
で
は
四
月
二
十
八
日
ま
で
）

四
月
は
、
年
度
の
し
め
く
く
り
の
月

です。四
月
二
十
七
日
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
と
現
在
お
手
持
ち
の
納
付
書
で
は
、

平
成
元
年
度
分
の
保
険
料
は
銀
行
な
ど

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
コ

ザ
保
険
事
務
所
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま

す
と
、
面
倒
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

前
述
の
よ
う
に
万
一
の
場
合
に
年
金
を

受
け
る
こ
と
か
出
来
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
時
効
は
二
年
で
、

こ
れ
を
過
ご
し
ま
す
と
も
は
や
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

き
っ
ち
り
納
め
て

い
つ
も
安
心

∃
閉
鮎
扇
担

融
の
わ
か
め
を

た
っ
ぷ
り
と

春
野
菜
が
豊
富
に
な
る
こ
の
季
節
、

〝
海
の
野
菜
〟
ゎ
か
め
が
旬
を
迎
え
ま

す。

豆
腐
、
ネ
ギ
と
合
わ
せ
た
み
そ
汁
、

酢
の
も
の
、
和
風
の
サ
ラ
ダ
、
こ
の
季

節
な
ら
で
は
の
タ
ケ
ノ
コ
と
の
炊
き
合

わ
せ
と
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

風
味
の
よ
い
新
わ
か
め
を
使
っ
た
ふ
り

か
け
も
、
作
っ
て
お
く
と
重
宝
し
ま
す
。

作
り
方
は
、
適
当
に
切
っ
た
乾
性
わ

か
め
を
小
な
べ
で
焦
が
さ
ぬ
よ
う
に
い

り
（
電
子
レ
ン
ジ
で
も
よ
い
）
、
す
り
鉢

で
す
っ
て
粗
い
粉
状
に
し
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
し
ら
す
干

し
や
い
り
ご
ま
を
加
え
る
と
味
、
栄
薬

価
と
も
ア
ッ
プ
。
食
卓
に
置
い
て
ご
飯

に
ふ
り
か
け
た
り
、
薬
味
が
わ
り
に
う

ど
ん
に
か
け
た
り
し
て
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

わ
か
め
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
に
嵩
み
、
動

脈
硬
化
防
止
に
も
役
立
つ
多
糖
頬
も
た

く
さ
ん
含
ん
で
い
る

健
康
食
品
で
す
。
た

っ
ぷ
り
食
べ
て
春
の

杏
を
十
分
に
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

家
庭
や
ま
ち
を
清
掃
し
、
緑
と
花
い

っ
ぱ
い
で
開
み
、
親
切
で
い
た
わ
り
あ

う
心
を
持
ち
、
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を

推
進
す
る
た
め
に
町
民
一
体
と
な
っ
た

C
G
G
運
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
健
は
ク
リ
ー
ン
運
動
を
年
二
回

実
施
し
、
緑
の
生
垣
指
導
と
苗
木
無
料

配
布
や
在
看
板
の
設
置
な
ど
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
町
民
総
参
加
運
動
を
展

開
す
る
た
め
に
、
祈
年
壕
は
実
施
計
画

を
策
定
し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

十
、
環
壌
衛
生
に
つ
い
て

生
活
水
準
の
向
ヒ
に
伴
い
ゴ
ミ
の
多

様
化
が
進
み
、
年
々
増
大
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
対
応
は
環
境
行
政
の
今
日
的
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
軒
．
反
よ
り
ゴ

ミ
等
の
衛
生
的
か
つ
事
業
の
合
理
化
を

推
進
し
て
い
く
た
め
読
谷
村
と
の
合
同

処
理
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。ま
た
、
快
適
な
地
域
環
蝮
の
美
化
を

は
か
る
た
め
ゴ
ミ
の
散
乱
防
止
、
住
宅

地
域
周
辺
の
涌
掃
、
空
地
、
公
間
、
道

路
等
の
環
境
美
化
運
動
を
実
施
し
、
生

活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
監
視
、

指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
、
町

民
に
対
す
る
環
境
衛
生
の
意
識
の
高
揚

を
阿
り
、
住
み
よ
い
環
蝮
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

地
域
福
祉
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、

社
会
環
境
の
神
経
化
に
伴
っ
て
広
範
多

岐
に
及
び
福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
稚
多
様
化

し
年
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
骨
回

船
化
時
代
の
到
来
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
そ
の
対
策
を
ど
う
つ
く
る
か
が
今

姥
の
誹
纏
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
を
始
め
搾
宜
目
差
福

祉
、
丹
r
慄
帰
福
祉
な
ど
の
多
桶
多
様

を
揺
祉
ニ
ー
ズ
を
行
政
の
み
で
対
応
す

る
も
の
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
全
町
民
が
福
祉
の
心
を
も

ち
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
し

て
、
各
稲
間
作
、
民
生
委
h
並
び
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
川
体
等
の
連
渦
を
密
し
て

町
民
の
協
力
を
得
て
地
域
ぐ
る
み
で
各

縄
福
祉
慣
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
心
の
か
よ
い
あ
え
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
、

福
祉
活
動
の
拡
充
を
展
開
す
る
と
と
も

に
人
的
育
成
も
阿
り
、
多
様
な
福
祉
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ます。ま
た
、
社
協
の
福
祉
バ
ス
は
地
域
福

祉
活
動
の
足
と
し
て
運
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
老
朽
化
が
ひ
ど
く
買
行
え
時

期
に
あ
り
、
新
年
唾
で
福
祉
バ
ス
購
入

に
対
し
助
成
措
置
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
老
人
禰
牡
に
つ
い
て

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
長
年
地
域

社
会
の
発
展
に
頁
献
な
さ
れ
た
老
人
に

感
謝
を
表
し
、
ま
す
ま
す
長
寿
を
祈
念

す
る
意
味
で
敬
老
祝
金
と
敬
老
年
金
を

支
給
し
て
い
く
ほ
か
健
や
か
を
老
後
を

楽
し
く
送
る
に
は
何
よ
り
も
健
康
が
第

一
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
健
陳
診
盃
、

健
僚
教
育
、
健
康
相
談
、
訪
問
精
薄
等

を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
老
後
を
よ
り
豊
か
に
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
西
成
、
各
稚

サ
ー
ク
ル
活
動
の
何
成
指
端
を
l
叫
り
つ

つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
杜

会
参
も
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

老
人
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
首

座
奉
仕
R
の
派
遣
や
友
愛
訪
問
事
業
と

し
て
の
拾
食
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
飲
料
の

給
付
事
業
を
ど
で
安
否
の
確
認
や
孤
独

感
の
解
消
を
は
か
る
と
と
も
に
、
訪
問

健
康
診
盃
の
英
施
な
ど
に
よ
る
在
宅
老

人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
障
害
者
橿
杜
に
つ
い
て

身
障
者
が
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
博
吉
を
克
服
し
社
会
参
加
と

日
立
を
図
る
た
め
に
は
、
各
自
の
努
力

は
も
と
よ
り
地
域
の
理
解
と
励
ま
し
、

協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
町
民
の
常
様
を
は
じ

め
町
身
体
障
害
者
協
会
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
身
体
障
害
者
手
を
つ
を
ぐ

親
の
会
へ
障
害
児
）
と
の
連
指
を
密
に

し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
体
の
育

成
強
化
を
阿
る
と
と
も
に
、
身
障
者
の

方
々
が
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
地
域

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い
る
所
存

です。ま
た
、
経
済
的
・
椚
神
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
療
育
見
舞
金
、
入
院

患
者
（
相
神
障
害
音
）
妃
寄
金
、
身
体

時
空
者
見
舞
金
を
継
続
実
施
し
、
ピ
ケ

ニ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
派
遣
な

ど
各
種
事
業
を
推
進
し
、
障
害
者
福
祉

の
増
進
に
賀
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ます。三
、
児
童
禰
牡
に
つ
い
て

柁
官
族
化
、
女
作
就
業
の
増
大
や
就

労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
要
保
密
児
竜

は
増
加
し
、
保
育
所
の
果
た
す
役
割
は

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
新
年
度
に
お
い
て
も
保
育

業
拝
に
つ
い
て
は
効
率
的
運
用
と
機
能

充
実
に
努
め
、
児
車
の
心
身
と
も
に
健

全
な
育
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
祈
年
席
に
お
い
て
は
増
え
つ

づ
け
る
留
守
官
庭
児
竜
生
徒
を
ど
の
遊

び
場
、
学
ぶ
均
を
確
保
し
、
健
康
の
増

進
を
岡
り
、
情
操
を
豊
か
に
待
て
あ
け

る
喝
と
し
て
素
手
納
地
区
内
に
学
習
等

供
用
施
設
と
供
用
す
る
児
童
館
の
建
設

を
す
す
め
、
児
竜
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
、
母
子
禰
牡
に
つ
い
て

時
子
宮
庭
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、

椚
神
的
に
も
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ

が
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
町
時
子
寡
婦
福

祉
会
を
中
心
に
時
子
世
借
の
連
帯
意
識

と
活
動
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
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良
土
地
区
画
整
理
事
業
区
間
は
完
了

し
て
お
り
ま
す
が
、
窟
手
納
高
校
前
を

経
由
す
る
局
良
下
水
道
中
継
ポ
ン
プ
塀

ま
で
の
事
業
区
間
を
、
析
年
度
か
ら
、

用
地
取
得
等
事
業
を
開
始
し
て
ま
い
り

ます。二
、
屋
良
土
地
区
画
蔓
理
事
業
に
つ

い
て

本
事
業
は
、
昭
和
五
十
三
年
壕
に
事

菜
苦
手
以
来
継
続
し
て
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
区
画
道

路
の
整
備
、
宮
尾
等
の
移
転
補
償
と
擁

壁
工
事
を
実
施
し
、
事
業
完
了
に
向
け

て
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

三
、
公
園
等
の
蔓
傷
に
つ
い
て

毒
手
納
運
動
公
園
は
、
野
球
場
等
一

部
施
設
に
つ
い
て
は
す
で
に
供
用
さ
れ
、

町
民
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
年
二
月

か
ら
待
望
の
プ
ロ
野
球
福
岡
ダ
イ
エ
ー

ホ
ー
ク
ス
　
へ
フ
ァ
ー
ム
チ
ー
ム
）
　
の
キ

ャ
ン
プ
地
と
な
り
、
町
内
の
青
少
年
に

夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
町
民
も

プ
ロ
野
球
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
陸
L
球
技
場
の
〓
印
造

成
、
野
球
場
照
明
施
設
の
農
工
、
安
全

対
策
と
し
て
の
フ
ェ
ン
ス
の
ラ
バ
ー
の

張
付
け
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
年
度
は
野
球
場
昭
…
明
施
設
の
完

成
と
陸
上
続
技
堀
の
本
格
的
造
成
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

比
謝
川
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
壕
に
引
き
続
き
新
年
硬
も
用
地
取

得
及
び
物
件
柄
慣
を
進
め
て
ま
い
り
ま

ー　0

さ
ら
に
、
兼
久
海
浜
公
園
の
植
栽
、

優
良
第
二
児
童
公
間
の
遊
具
設
置
、
尾

長
城
跡
公
園
の
駐
車
場
整
備
と
公
周
の

整
備
充
実
を
阿
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

四
、
生
活
道
路
に
つ
い
て

町
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
を
な
す
道

路
に
つ
い
て
は
、
安
全
作
、
利
便
性
を

確
保
し
な
が
ら
年
次
的
に
整
備
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実

延
長
三
五
、
七
七
八
メ
ー
ト
ル
で
、
そ

の
う
ち
舗
装
済
延
長
三
五
、
六
七
八
メ

ー
ト
ル
　
（
九
九
・
七
％
）
改
良
済
延
長

二
九
、
六
三
八
メ
ー
ト
ル
　
（
八
一
一
・
八

％
）
　
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
は
、
町
道
1
5
、
4
8
・
1
、

5
6
、
7
5
、
8
0
号
線
の
改
良
舗
装
工
事
を

実
施
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性

及
び
交
通
安
全
の
確
保
に
資
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
漬
地
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
順
調
に
す

す
ん
で
お
り
ま
す
。

新
年
席
は
、
八
路
線
三
、
六
五
〇
㌦

の
用
地
収
得
を
耶
続
し
て
す
す
め
ま
す
。
講
の
〃
…
腸
に
努
め
、
上
水
道
事
業
の
健

五
、
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

下
水
道
は
、
文
化
的
な
生
油
を
営
む

う
え
で
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
施
設
で

あ
り
ま
す
。

本
町
の
下
水
道
懲
簡
状
況
は
、
汚
水

管
渠
整
備
率
が
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

雨
水
管
渠
整
備
率
が
九
十
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
水
洗
化
普
及
率
が
八
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
格
段
の
進
搾
翠
を

示
し
、
町
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
は
、
消
防
庁
舎
建
設
予
定
地

域
と
場
長
土
地
区
画
整
理
雪
濠
地
域
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
世
帯
の
水
洗

化
早
期
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

六
、
上
水
遭
の
整
備
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
赤
水
と
出
水
不
良
対
策

事
業
と
し
て
菅
生
の
整
備
と
安
定
給
水

を
阿
る
た
め
配
水
地
を
建
設
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
水
管
埋
立
地

地
域
内
の
老
朽
管
取
持
工
事
を
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
水
能
力
の
回
復
と
赤
水

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
水
道
管
更
生

事
業
を
す
す
め
、
清
浄
で
豊
富
な
水
の

安
定
的
供
給
を
阿
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
漏
水
調
査
の
徹
底
や
節
水
意

全
運
営
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

七
、
交
遽
安
全
、
防
犯
対
策
に

つ
い
て

昨
今
、
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
大
変
憂
慮

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
新
年
度
も
な

お
一
層
幣
祭
器
、
地
区
交
通
安
全
協
会

を
は
じ
め
町
交
通
寄
金
推
進
協
議
会
、

同
母
の
会
等
々
と
相
接
潤
し
て
交
通
安

全
思
想
の
啓
鷲
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
通
安
全
教
育
と
し
て
は

幼
・
児
童
の
交
通
安
全
指
導
、
学
校
で

の
安
全
教
育
、
児
童
生
徒
の
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
苛
性
、
彷
頭
で
の
安

全
指
導
、
広
報
活
動
等
を
実
施
し
、
官

庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
連

携
を
強
化
し
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
施
設
盤
傾
強
要
に

つ
い
て
は
町
道
の
交
竃
点
等
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
を
設
置
し
、
交
通
の
安
全
作

を
確
保
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

地
域
防
犯
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
防

止
、
夜
間
通
行
の
安
全
な
ど
を
図
る
た

め
新
年
度
も
引
き
続
き
防
犯
灯
を
設
托

し
、
さ
ら
に
犯
罪
の
未
然
防
止
に
向
け

て
防
犯
運
動
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

八
、
消
防
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
人
そ
の
も

の
が
事
業
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
職
員
の
体
力
錬
成
は
言
う
に
及
ば
ず

消
防
職
員
と
し
て
の
専
門
的
な
知
識
と

技
術
の
習
得
に
努
め
、
い
か
な
る
災
害

に
対
し
て
も
迅
速
に
対
応
し
得
る
よ
う

に
職
只
の
資
閂
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ます。昨
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
救
急
自
動
車
の

代
作
を
実
施
し
、
装
備
の
充
実
強
化
を

閉
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
優
は
、
消
防
庁
舎
の
移
転
新
築

計
画
に
巷
づ
き
消
防
防
災
の
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
近
代
的
な
設
備
と
機
能
を
備

え
た
消
防
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
用
地

の
取
得
（
軍
用
地
の
一
部
返
還
）
及
び

実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
防
火
思
想
の
啓
貸
活
動
や
消

防
活
動
に
支
障
を
き
た
す
幅
H
の
狭
い

路
上
駐
車
に
つ
い
て
の
点
検
指
導
も
ね

ぼ
り
強
く
実
施
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

九
、
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
レ

イ
シ
ャ
ス
連
動
に
つ
い
て

嘉
手
納
町
人
材
育
成
会

奨
学
金
貸
与
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て

募
集
期
間
　
平
成
二
年
四
月
十
日
㈹
－
平
成
二
年
四
月
二
十
日
励

み
だ
し
の
件
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
度
の
嘉
手
納
町
人
材
育
成
会
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
左
記
の
と
お
り
恭
果
し
ま
す
の
で

ご
希
望
の
万
は
鹿
手
納
町
人
材
育
成
会
（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
　
人
材
育
成
係
）
　
へ
申
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

尚
、
希
望
者
の
多
い
場
合
は
、
嘉
手
納
町
人
材
育
成
会
の
理
事
会
に
お
い
て
選
考
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

一
、
申
　
込
期
間
　
平
成
二
年
四
月
十
日
㈹
～
平
成
二
年
四
月
二
十
日
拗

二
、
貸
　
与
条
件
　
日
本
町
に
住
民
登
録
を
有
し
、
培
住
二
年
を
越
え
る
者

〓
心
身
健
全
、
且
つ
、
志
操
堅
固
で
、
家
計
上
学
資
の
支
出
困
難
な
昔

日
他
団
休
よ
り
学
資
の
貸
与
を
受
け
て
な
い
者

㈹
国
内
外
の
大
学
生
（
短
大
生
も
含
む
）
及
び
高
校
生
と
す
る

三
、
申
　
込
　
方
法
　
学
資
貸
与
申
請
書
を
教
育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

四
、
添
付
善
用
等
　
戸
籍
抄
本
及
び
住
民
票
抄
本
、
在
学
証
明
書
、
学
業
成
績
調
書
、
健
康
診
断
書
、
資
産
証
明
書
、

家
族
の
所
得
調
書

五
、
貸
　
与
　
月
　
拍
　
県
外
大
学
　
四
〇
、

県
内
大
学
　
二
五
、

高
校
生
一
〇
、

貸
与
予
定
人
員
　
大
学
生
　
九
名

0
0
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

高
校
生
　
二
名

申
　
込
　
先
　
嘉
手
納
町
教
育
委
貝
会
（
社
会
教
育
課
）
℡
六
－
〓
　
〓
　
内
線
三
七
九

犬
の
豊
海
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

①
　
生
後
九
十
一
日
　
（
三
カ
月
）
以

上
の
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犬
を
飼
っ
て
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
し
な
い
場
合
に

は
、
法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
　
に

よ
っ
て
嗣
せ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

す。
②
　
拓
年
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
柄
予

防
注
射
を
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

登
録
申
請
料
　
二
、
一
〇
〇
円

注
射
手
数
料
　
二
、
0
0
0
円

注
射
済
票
交
付
申
請
料四
六
〇
円

楽
合
計
　
四
、
五
六
〇
円

※
狂
犬
病
予
防

平
成
二
年
四
月
二
十
二
日

○
午
前
中
（
九
時
三
十
分
よ

り
十
一
時
三
十
分
ま
で
）

は
上
区
自
治
会
事
務
所

で
行
な
い
ま
す
。

○
午
後
二
時
三
十
分
よ
り

四
時
ま
で
は
）
　
は

西
区
自
治
会
事
務
所
で

行
な
い
ま
す
。

大
を
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
下

き
い
。無

料
で
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。

犬
に
よ
る
危
害
を
防
止
し
、
住
み

よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
野
犬
、
飼

い
犬
の
特
別
取
締
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
犬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
町

役
場
・
保
健
衛
生
課
、
東
寄
り
の
保

健
所
ま
た
は
粧
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
ん
な
の
協
力
で
、
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
町
役
場
・
保
健
衛
生
課

℡
六
二
　
二
一
（
内
二
五
二
）

●
コ
ザ
保
健
所

℡
〇
九
八
九
三
・
八
・
九
八
八
六

●
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

℡
〇
九
八
九
四
・
五
二
二
〇
些
二
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衆目　平成元年度儀鷹鯵重のまとめ

行政区分 ����東 �上 �中 �北 �甫 �西 �西　浜 �計 

対　象　者 ����1．187 �779 �鎚8 �786 �845 �736 �933 �5，911 

受 診 者 ��計（殉 ��（37．5）445 �（32．2）251 �（41．5）269 �（35．5）283 �（40．2）封0 �（38．6）284 �（35．7）333 �（37．3）2，205 

男 ��151 �77 �79 �105 �124 �80 �109 �725 

女 ��294 �174 �190 �174 �216 �204 �224 �1．476 

異 常 者 ��計陶 ��204 �104 �145 �119 �171 �148 �157 �（44．8）988 

男 ��78 �31 �44 �49 �65 �38 �52 �357 

女 ��126 �73 �101 �70 �106 �110 �105 �691 

血 圧 ��計陶 ��63 �31 �51 �27 �30 �32 �51 �（12．9）285 

男 ��28 �14 �17 �16 �13 �9 �25 �122 

女 ��35 �17 �34 �11 �17 �23 �26 �163 

尿 検 査 �蛋 白 ��男 �4 �2 �3 �5 �5 �2 �5 �26 女 �7 �7 �14 �8 �7 �7 �7 �57 

潜 血 ��男 �0 �4 �1 �2 �3 �1 �0 �11 

女 �18 �25 �22 �14 �22 �11 �24 �136 

尿 糖 ��男 �3 �1 �2 �4 �6 �3 �7 �26 

女 �1 �2 �6 �2 �5 �5 �6 �27 

血一．・、 経書 l★血 ■、‾ ��男 ��10 �0 �2 �5 �5 �l �5 �28 

女 ��27 �16 �24 �14 �28 �23 �32 �164 

心 t 図 ��男 ��16 �4 �3 �0 �7 �7 �7 �44 

女 ��11 �4 �8 �9 �10 �11 �9 �62 

眼 底 ��男 ��4 �1 �0 �0 �2 �1 �0 �8 

女 ��4 �1 �0 �6 �0 �5 �l �17 

ロ二つ ■妄 ′レテ ��男 ��16 �5 �9 �9 �25 �10 �16 �90 

女 ��37 �23 �24 �26 �41 �35 �33 �219 

血 糖 ��男 ��29 �8 �9 �24 �23 �10 �18 �（15．6）113 

女 ��32 �13 �14 �14 �17 �33 �17 �140 

蓋蔓 ��界 ��24 �4 �8 �11 �11 �5 �5 �68 女 ��20 �1 �10 �3 �21 �18 �19 �92 

広報かでな…………仰…′…一………〝■叩…一……脚〟…〝平成2年4月1日
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平
成
元
年
度

健
康
診
査
の
ま
と
め

人
醐
　
醐
　
4
0
0
　
2
0
0
　
㈱

2
　
　
　
　
2
　
　
　
　
2
　
　
　
　
2
　
　
　
　
2

0RU

町
で
は
成
人
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
楓
病
一
予
防
の
た
め
、
毎
年
住
民
健

康
診
益
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
平
成
元
年
度
の
健
康
診
査
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

衷
－
の
過
去
五
年
間
の
住
民
健
康
診

査
実
施
状
況
を
み
ま
す
と
、
昭
和
六
十

二
年
二
、
六
七
三
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
を
み
ま
す
と
、
対
象
者

五
、
九
二
人
、
受
診
者
二
、
二
〇
五

人
で
、
三
七
・
三
％
の
受
診
率
、
異
常

者
は
九
八
八
人
（
四
四
・
八
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表
H
は
、
平
成
元
年
度
健
康
診
姦
結

6
0
0
　
珊
　
紺
　
伽
　
8
0
。

果
を
各
行
政
区
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。

受
診
者
数
は
四
五
五
人
で
東
区
が
一

番
多
い
が
、
受
診
率
で
み
る
と
、
中
区

（
二
六
九
人
）
　
が
ト
ッ
プ
。

異
常
者
は
九
八
八
人
で
受
診
者
の
四

四
・
八
％
。
こ
れ
は
、
受
診
者
の
半
数

近
い
方
が
検
診
結
果
で
異
常
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
政
区

別
に
は
、
中
区
（
五
三
・
九
％
）
、
西

区
（
五
二
・
一
％
）
、
南
区
（
五
〇
・

三
％
）
　
の
順
に
多
い
。

血
圧
測
定
で
二
八
五
人
に
異
常
が
み

ら
れ
一
二
・
九
％
（
受
診
者
総
数
で
除

し
た
も
の
＝
発
生
率
）
と
な
り
、
昭
和

六
十
三
年
度
の
一
三
・
一
％
よ
り
減
少

十
六
値
円
に
達
し
、
前
年
度
当
柳
比
に

し
て
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
、

近
年
に
な
い
高
い
伸
び
は
昨
年
度
を
上

回
る
稚
棒
型
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
経
済
は
、
観
光
関
連
産

業
を
は
じ
め
全
般
的
に
好
調
に
推
移
し

て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
産
業
基
盤

は
脆
弱
で
あ
り
、
本
土
と
の
格
差
は
解

消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
層
の
公
共
投
資

が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
沖
縄
開
発
庁
一
括
計
上
予

算
は
、
対
前
年
度
比
〇
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
増
を
確
保
し
、
第
二
次
振
興
開
発
計

画
の
達
成
に
向
け
た
課
題
事
業
の
芽
出

し
も
芙
現
し
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
二
年
後
に
迫

っ
た
第
二
次
振
計
の
完
全
達
成
ま
で
、

な
お
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
と
共
に
早
期
策
定
が
望

ま
れ
る
第
三
次
振
計
は
、
沖
縄
の
将
来

を
展
望
し
た
実
り
あ
る
計
画
に
し
て
残

さ
れ
た
事
業
、
課
題
の
解
決
と
産
業
基

盤
、
纏
済
構
造
の
強
化
に
資
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ます。
一
方
、
国
際
偶
勢
は
、
ソ
ビ
エ
ト
に

始
ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
民
族
間

塵
を
含
め
世
界
の
政
治
体
制
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
、
東
欧
諸
国
の
急

激
を
改
革
と
民
主
化
の
波
は
、
戦
後
四

十
年
余
に
わ
た
る
東
西
冷
戦
構
造
に
終

止
符
を
う
ち
、
軍
縮
を
柱
に
対
話
と
協

調
の
時
代
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
米
ソ
首
脳

会
談
は
、
世
界
の
平
和
と
安
定
に
向
け

た
第
一
歩
で
あ
り
、
歓
迎
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
極
東
ア
ジ
ア
地
域
の
緊
張

緩
和
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
情
勢
の
変
化
は
、
わ
が
国
の
防

衛
問
題
、
と
り
わ
け
大
き
な
比
重
を
も

つ
米
軍
基
地
を
か
か
え
る
本
県
や
本
町

に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
昨

年
未
来
発
表
さ
れ
た
S
R
7
1
戦
略
偵
察

機
、
グ
ア
ム
島
の
B
5
2
戦
略
爆
撃
機
の

撤
収
、
移
駐
計
画
の
あ
っ
た
在
比
第
2
6

仮
想
敵
中
隊
の
解
隊
、
在
日
米
軍
の
機

能
縮
小
に
よ
る
兵
員
の
削
減
計
画
等
々
、

安
全
で
好
か
な
住
環
境
を
求
め
る
町
民

に
と
っ
て
は
正
に
朗
報
で
あ
り
、
将
来

の
町
づ
く
り
に
向
け
た
土
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
も
早
急
な
検
討
と
耶
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
素
手
納
基

地
は
、
和
平
に
進
む
国
際
情
勢
に
反
し
、

昼
夜
に
わ
た
る
ロ
ー
リ
ー
演
習
や
欠
陥

ハ
リ
ア
ー
機
の
度
重
な
る
飛
来
等
、
演

習
の
激
化
や
基
地
機
能
の
再
編
強
化
が

行
わ
れ
て
お
り
、
容
認
出
来
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
町
民
生
活
俸
先
の
立
場
か
ら

基
地
か
ら
発
生
す
る
諸
々
の
問
題
に
つ

い
て
、
譲
合
を
は
じ
め
町
基
地
対
協
お

よ
び
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
解
決

に
向
け
て
、
米
軍
並
び
に
政
府
、
関
係

機
関
に
対
し
今
後
と
も
強
い
要
請
行
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
懸
案
で
あ
り

ま
す
カ
デ
ナ
マ
リ
ー
ナ
地
区
と
消
防
庁

舎
用
地
の
返
還
に
向
け
て
最
大
の
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
町
民
の
総
意
を
集
約
し
、
第

一
次
計
画
と
の
整
合
の
上
に
策
定
さ
れ

二
十
一
世
紀
を
目
ざ
す
町
づ
く
り
と
町

行
政
の
基
本
を
な
す
　
「
析
嘉
手
納
町
総

合
計
画
」
も
二
年
日
を
む
か
え
ま
し
た
。

第
一
次
計
画
に
お
い
て
は
、
本
土
と
の

格
差
是
正
を
目
標
と
し
て
ハ
ー
ド
面
の

充
実
を
は
か
る
べ
く
補
助
事
業
を
横
棒

的
に
油
用
し
、
庁
舎
、
町
民
会
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
教
育
、
文

化
、
福
祉
施
設
、
郡
市
施
設
、
産
業
関

連
施
設
、
生
活
環
境
の
整
備
等
々
多
く

の
事
業
を
建
設
実
施
し
、
公
的
施
設
整

備
に
お
い
て
の
計
画
を
ほ
ぼ
達
成
し
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
組
合
計
画
に
お
い
て
は
、
学
校
施

設
の
改
築
を
は
じ
め
現
代
的
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
施
設
の
充
実
を
は
か
る
と

と
も
に
、
急
速
を
団
際
化
、
情
報
化
、

高
齢
化
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
り
賢

の
高
い
個
性
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
、

調
和
あ
る
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
年
度
の
主
た
る
事
業
と
し
、

嘉
手
納
地
区
の
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

と
地
域
住
民
の
学
習
拠
点
と
な
る
番
手

納
地
区
学
習
等
供
用
施
設
・
児
童
館
の

建
設
、
裏
手
納
小
学
校
全
面
改
築
に
向

け
た
実
施
設
計
、
町
民
を
災
害
か
ら
守

る
拠
点
で
あ
る
消
防
庁
舎
の
建
設
等
を

は
じ
め
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
り
、
知
的
文

化
の
殿
堂
を
な
す
中
央
公
民
館
の
改
造

事
業
、
都
市
計
画
、
生
活
環
境
整
備
事

業
等
の
き
め
こ
ま
か
い
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成

事
業
の
拡
充
、
文
化
事
業
の
充
実
と
組

織
化
、
児
童
生
徒
の
健
全
化
と
学
力
向

上
を
は
か
る
教
育
相
談
員
制
度
の
新
設
、

西
浜
区
低
学
年
児
童
を
対
象
と
す
る
通

学
バ
ス
の
運
行
、
両
小
学
校
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
設
、
福
祉
バ
ス
の

購
入
補
肋
等
各
面
の
充
実
を
は
か
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
行
政
改
革
の
一
環
を
な
す
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
よ

り
迅
速
に
し
て
正
確
を
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
理
念
に
頼
経
多
岐
に
わ
た
る
行
政
事

務
の
改
善
と
効
率
化
を
図
り
、
も
っ
て

町
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
十
月

の
本
格
的
運
用
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
安
定
し
た
雇
用
の
場

の
創
造
と
行
政
の
誠
健
化
、
効
率
化
を

は
か
る
た
め
管
理
部
門
を
補
完
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
姿
勢
を
も
と
に
、
平
成

二
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
の
概
要

を
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

す
べ
て
の
町
民
が
安
全
で
快
適
な
生

晴
が
享
受
で
き
る
よ
う
都
市
基
盤
の
整

備
、
生
活
環
境
の
整
備
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

一
、
都
市
計
画
遭
路
に
つ
い
て

水
釜
・
大
木
線
都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
事
業

を
進
め
、
用
地
物
件
移
転
等
補
償
の
問

題
で
難
航
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
解
決
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
新

年
度
は
、
橋
梁
整
備
事
菜
に
全
力
を
上

げ
早
期
開
通
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
優
良
・
虎
地
原
線
都
市
計

画
道
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
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平
成
二
年
第
十
四
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
が
三
月
九

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
日
程
で
聞
合
さ
れ
ま
し
た
。

吉
浜
町
長
は
、
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
二
十
件
の
議
案
を
提
案
、
三
月
十
日
の
本
会
議
に
お

い
て
町
政
に
関
す
る
所
信
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
重
要
な
年

と
位
置
づ
け
、
平
等
と
対
話
を
町
政
の
基
本
と
し
て
、

「
生
活
環
境
の
整
備
」
　
「
町
民
福
祉
の
向
上
」
　
「
産
業
の

振
興
」
　
「
教
育
・
文
化
の
向
上
」
　
「
基
地
問
題
」
　
「
行
財

政
」
の
六
項
目
を
重
点
施
策
と
し
て
か
か
げ
、
町
政
運
営

の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

は
　
じ
　
め
　
に

▲
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本
日
、
こ
こ
に
平
成
二
年
第
十
四
回

嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
を
開
会
す
る
に

あ
た
り
予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の

提
案
に
先
立
ち
、
私
の
町
政
運
営
の
基

本
的
方
針
に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
町
民
の
支

持
を
い
た
だ
き
町
長
に
耗
任
し
て
以
来
、

早
や
二
期
十
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
　
「
平
等
と
対
話
」
を
町
政
の
基
本
と

し
て
ひ
た
す
ら
町
民
の
福
祉
向
上
と
本

町
の
将
来
像
で
あ
る
　
「
安
ら
ぎ
と
生
き

甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
右
手
納
」
　
の
建

設
に
向
け
た
諸
施
策
の
推
進
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
史
と

共
に
歩
み
平
成
二
年
初
頭
の
任
期
ま
で

一
年
弱
と
な
り
ま
し
た
現
在
、
感
慨
無

塩
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
議
員
諸
賢
を
は

じ
め
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
深
謝

し
、
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
年
度
は
、
激
動
の
二
十
世
紀

を
し
め
く
く
る
九
十
年
代
の
幕
明
け
で

あ
る
と
同
時
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
望

す
る
　
わ
め
て
重
要
な
年
で
あ
り
、
残

さ
れ
た
任
期
の
町
政
運
営
に
決
意
を
折

た
に
最
大
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
土
地
の

高
騰
等
一
部
に
お
い
て
関
越
が
あ
る
も

の
の
、
物
価
は
引
き
続
き
安
定
基
調
で

推
移
し
て
お
り
、
公
共
投
資
、
住
宅
建

設
、
民
間
設
備
投
資
お
よ
び
旺
盛
を
個

人
消
費
に
支
え
ら
れ
た
景
一
冥
京
は
依
然
と

し
て
拡
大
傾
向
を
維
指
し
て
お
り
、
平

城
元
年
度
の
実
門
成
虔
率
も
四
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
が
見
込
ま
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
、
平
成

二
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
も
、

内
需
を
中
心
に
し
た
好
調
を
景
ハ
刈
水
準

を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
政
府

は
、
行
財
政
の
改
革
施
策
を
聖
持
し
っ

つ
、
経
済
の
構
造
調
整
を
綿
権
的
に
推

進
し
、
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
を
図
る
中
で

豊
か
さ
を
実
感
出
来
る
多
様
な
国
民
生

晴
の
実
現
と
、
わ
が
国
の
纏
済
社
会
の

発
展
基
盤
の
整
備
を
阿
っ
て
い
く
方
針

を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
一
般
会
計
予
算
も
好
調

な
景
気
動
向
と
税
収
を
背
汝
に
、
赤
字

国
偶
の
解
消
、
対
外
接
助
費
の
大
幅
増

等
を
柱
に
総
瀬
六
十
六
兆
二
千
七
百
三

し
、
好
ま
し
い
傾
向
と
思
わ
れ
ま
す
。

血
液
検
査
（
貧
血
）
　
で
は
、
明
ら
か

に
男
女
間
に
差
が
あ
り
、
三
対
一
の
割

合
い
で
女
性
の
方
に
貧
血
者
が
表
わ
れ

て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
み
て
も

男
性
に
比
較
し
て
女
件
に
異
常
者
が
多

く
、
特
に
上
区
、
中
区
、
北
区
、
西
区

に
お
い
て
は
、
女
性
の
方
が
男
性
に
比

べ
て
二
倍
か
ら
四
倍
も
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
者
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

血
糖
に
つ
い
て
は
、
実
数
で
は
男
一

一
三
人
、
女
一
四
〇
人
で
女
性
の
方
が

多
い
が
発
生
率
で
み
る
と
、
里
二
五
・

六
％
、
女
九
二
旦
％
で
男
性
の
方
が
二

倍
近
く
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
区

別
で
は
、
東
区
六
一
人
（
男
二
九
人
、

女
三
二
人
）
　
で
一
番
多
く
次
に
西
区
四

三
人
（
男
一
〇
人
、
女
三
三
人
）
、
南

区
四
〇
人
　
（
男
二
三
人
、
女
t
七
人
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
健
康
診
壷
で
総
合
判
定
が
「
要

医
療
」
　
の
方
が
一
七
三
人
二
七
・
五

％
）
、
「
要
枯
渇
」
が
四
四
〇
人
（
四
四

・
五
％
）
、
「
要
観
察
」
が
三
七
六
人

二
二
・
八
％
）
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た。

「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
　
「
健
康

に
は
自
信
が
あ
る
」
　
「
病
気
が
み
つ
か

る
の
か
こ
わ
い
」
　
「
ど
う
せ
健
康
診
盃

で
見
つ
か
る
の
は
少
な
い
」
な
ど
と
い

わ
ず
に
、
健
康
診
壷
は
転
ば
ぬ
先
の
杖

で
す
。
三
十
才
を
過
ぎ
た
ら
年
に
一
度

の
健
康
診
義
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※
「
要
医
檀
」
と
は
、

治
橋
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
病
院
で
よ
く
み
て
も
ら
っ
て

下
き
い
と
い
う
意
味
で
す
。

※
　
「
要
拍
濱
」
と
は
、

放
っ
て
お
く
と
病
気
に
な
り

ま
す
よ
と
い
う
警
戒
信
号
で
す
1

ふ
だ
ん
の
生
活
管
理
が
よ
け
れ

ば
健
康
に
働
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
の
拍
導
を
受
け
て
経

過
を
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と

い
う
意
味
で
す
。

※
　
「
要
観
察
」
と
は
、

判
定
の
中
で
は
、
生
活
上
の

注
意
が
必
要
だ
と
い
う
一
番
大

切
な
区
分
で
す
。
日
常
生
活
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
自
身
の
健
康

管
理
に
充
分
注
意
し
て
定
期
的

に
検
査
を
受
け
経
過
を
み
ま
し

ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

形
状
記
憶
合
金
っ
て
何
？

科
学
技
術
週
間

四
月
十
六
日
～
二
十
二
日

1
－
教
習
所
に
通
い
始
め
て
二
か
月
、

今
日
は
車
庫
入
れ
に
挑
戦
。
慣
れ
ぬ
ハ

ン
ド
ル
さ
ば
き
と
は
い
え
、
教
え
ら
れ

た
通
り
運
転
し
て
い
た
つ
も
り
が
、
未

熟
な
た
め
、
車
庫
の
ポ
ー
ル
に
ぶ
つ
け
、

バ
ン
パ
ー
を
へ
こ
ま
し
て
し
ま
っ
た
。

寛
っ
青
に
な
っ
た
が
、
教
官
は
平
然
と

し
て
い
た
。
お
も
む
ろ
に
熱
い
お
視
を

用
意
し
、
へ
こ
ん
だ
バ
ン
パ
ー
に
か
け

始
め
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
バ
ン

パ
ー
は
元
通
り
　
－
　
と
い
っ
た
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
が
形
状
記
憶
合
金
で
す
。

こ
れ
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
と
チ
タ
ン
合
金

が
有
名
で
す
が
、
他
に
も
十
種
籾
以
上

の
合
金
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

熟
を
加
え
る
と

元
の
形
に
展
も

こ
の
ニ
ッ
ケ
ル
と
チ
タ
ン
の
合
金
は
、

三
百
か
ら
六
百
度
で
熱
処
理
さ
れ
る
と
、

そ
の
と
き
の
形
を
覚
え
て
し
ま
う
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
か

ら
の
力
を
加
え
、
変
形
さ
せ
て
も
、
熱

を
加
え
る
と
元
の
形
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
。
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
の
に
適
し
た
お
嫁
に
な
る
と
、

そ
の
温
度
に
合
わ
せ
て
給
水
パ
ル
プ
が

開
く
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
の
合
金
は
宇
宙
で
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
工
衛
星
に

取
り
付
け
ら
れ
る
ア
ン
テ
ナ
で
す
。
ア

ン
テ
ナ
は
、
地
球
と
交
信
す
る
た
め
重

要
な
も
の
で
す
が
、
打
ち
上
げ
の
と
き

に
は
、
そ
の
出
っ
張
り
が
悩
み
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
合
金
を
使

え
ば
、
地
球
で
小
さ
な
固
ま
り
に
し
た

ア
ン
テ
ナ
を
、
宇
宙
空
間
で
太
陽
熱
に

よ
っ
て
元
の
形
に
戻
す
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
悩
み
が
解
消
し
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
が

身
近
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
こ
の
形
状
記
憶
合
金
は

あ
る
科
学
技
術
の
副
産
物
と
し
て
生
ま

れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
本
来
は
、

海
中
で
の
腐
食
に
強
い
合
金
を
作
ろ
う

と
い
う
研
究
中
に
、
偶
然
み
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

科
学
技
術
の
発
展
の
な
か
に
は
、
こ

う
し
た
偶
然
の
産
物
も
多
い
よ
う
で
す

ま
た
現
在
は
、
最
新
の
科
学
技
術
が
す

ぐ
製
品
化
さ
れ
、
身
近
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
科
学
技
術
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
定
め
ら
れ
た
の
か
、
毎
年
四

月
に
行
わ
れ
る
科
学
技
術
週
間
で
す
。

今
年
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
一
週
間
を
中
心
に
「
創
造
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
科
学
技
術
に
つ
い
て

の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

こ
う
し
た
科
学
技
術
に
触
れ
て
み
ま
せ

んか。
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集団検診日程表　　　　屋良小学校金管バンド
’90金管バンドフェスティバル

く西日本大会〉で

好評を博す

‖ �噸日 �内　　　答 �時　間 �場　所 �該当者 

％ �火 �南区集ロ日興診 �午前9：30 －3：30 �南区自治会 事務所 �南区区尺 

％ �水 �l′　（胃検診） �ll t胃片倉午削】I �／l �lJ 

％ �木 �操　体　枚　室 �午前10：00 ～11：30 �福　祉 センター �町　　尺 

％ �日 �狂犬病予防接捜 �午前9：30 －4：（XI �判帥（上朗治） 午礁（西匡自‡始） � 

％ �木 �操　体　枚　室 �午前10：（氾 ～11：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �水 �DPT予防接種 �午後1：20 －1：50 �lI �満2歳－ 4歳未満 

％ �木 �棟　体　教　室 �午前10：00 －11：30 �lI �町　　民 

％ �木 �母子推進員定例会 �午後2：00 －4：00 �町役場 �母子保健 推進貝 

％ �金 �リ　ハビリ　教室 �午後1：30 －3：30 �福　祉 センター �町　　民 

％ �土 �日本脳炎予防楼織 �午後1：α） －2：45 �〃 �痛3歳～5歳 各幼椎蘭 庭良小学校 

％ �月 �歯みかき相談 �午後2：00 －4：00 �／′ �元年3月4月 5月生 

％ �火 �■　孔　食　実　習 �午後2：00 －4：00 �lJ �元年11月12月 2年1月生 

野球ボールを寄贈

－11ト　一一

平成2年4月1日

編集と発行
発　行　嘉手納町役場
■　▲　企画渉外課広報係

▼欄）4－02

叢手納町字裏手納588番地
℡0989516ト1111

（内線33日

印刷：株式会社城野印刷所

第233号

甘広報や、で令

3月1日現在の人口

世帯　数 �男　　子 �女　　子 �富十 
真　　区 �728 �1．361 �1．301 �2．662 

上　　区 �421 �733 �773 �1，506 

中　　区 �391 �664 �650 �1．314 

北　　区 �635 �986 �1，082 �2，068 

南　　区 �555 �805 �859 �1，664 

西　　区 �584 �959 �1，021 �1．980 

西浜　区 �748 �1．518 �1，489 �3．007 

小　　言十 �4．062 �7，026 �7．175 �14．201 

2■－9P

lO～12P

13P

14P

15P

1岬

1抄

〆．
3月定例会（醜犠島貫）

●平成2年度施政方針

●平成2年度一般会計予算

●嘉手納・続谷

ゴミ合同処理はじまる
●国民年金だより

●お知らせ

●平成元年度健康診査のまとめ　16～17P

標語：みんなで広げよう　ボランティアの輪

去
る
三
月
四
日
、
尼
崎
市
稔
人
目
文
化

セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
カ
イ
ノ
ク
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
．
9
0
金
管
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
西
日
本
大
全
で
屋
良
小
学
校
食

管
ハ
ン
ド
は
、
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歌
」

「
芭
蕪
布
」
を
演
奏
、
好
評
を
裡
ま
し

た。

バ
ン
ド
部
は
、
三
年
生
か
ら
六
年
生

ま
て
の
三
十
五
名
。
学
校
行
事
、
町
内

パ
レ
ー
ド
、
洋
楽
発
表
や
金
管
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
へ
の
参
加
な
ど
が
主

な
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今

年
は
　
「
西
日
本
金
管
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
で
き
た
こ
と
。
そ
れ
が
な
に
よ

り
も
大
き
な
活
動
の
一
つ
で
あ
り
私
達

の
一
生
の
思
い
出
に
な
る
と
思
っ
て
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
ノ

審
査
臼
の
廓
も
「
糸
朴
な
感
じ
と
低

に
あ
る
情
熱
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
し

「
大
変
し
っ
か
り
と
し
た
響
き
で
よ
く

ま
と
ま
っ
て
い
る
」
　
「
柔
ら
か
い
拝
が

と
て
も
好
き
で
す
」
　
「
一
人
一
人
の
基

本
的
な
力
が
つ
い
て
い
る
か
ら
で
き
る
」

と
好
評
で
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
嘉
手
川
北
卜

先
生
は
　
「
√
ど
も
た
ち
が
、
本
土
の
生

徒
た
ち
と
．
H
を
並
へ
て
演
奏
で
き
た
こ

と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
　
と
成

果
を
強
凋
ハ
　
生
徒
の
成
長
に
臼
を
細
め

る。

中
央
公
民
館
・
園
霊
室
よ
り

0
斬
新
図
苦

。
世
界
の
天
然
記
念
物
（
9
巻
）

∴
早
乍
大
打
科
右
薄
‥
2
5
番
）

。
大
の
固
大
地
の
聞
　
（
6
巻
）

。
ほ
ほ
え
み
に
つ
つ
ま
れ
て

C
名
品
関
西
料
如
二
2
巻
）

。
L
心
の
揖
忠
告
席
料
理
　
（
7
巻
）

n
名
品
フ
ラ
ン
ス
料
雌
　
（
7
巻
）

。
糾
日
新
聞
社
の
日
本
の
触
史

（12巻）

福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
は
、
二
叩

の
キ
ャ
ン
プ
終
了
後
、
使
用
し
た
ポ
ー

ル
を
嘉
手
納
町
へ
十
ダ
＼
1
ス
寄
晒
し
て

い
た
ら
　
町
は
こ
の
ポ
ー
ル
を
地
．
几
嘉
手

納
前
校
野
球
部
へ
、
二
日
二
十
八
日
そ

っ
く
り
寄
贈
、
金
城
明
肋
役
か
ら
町
田

努
主
将
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
り

「
年
間
の
予
算
で
買
え
る
の
は
、
ト

ダ
ー
ス
ぐ
ら
い
で
す
。
年
間
七
ト
ダ
ー

ス
は
必
要
。
今
回
の
寄
隅
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
。
今
後
と
も
パ
ノ
ク
ア
ノ
ブ

を
よ
ろ
し
く
お
斬
い
し
た
い
」
　
と
高
江

測
野
球
部
監
督
。
主
将
の
町
田
君
は
「
と

て
も
た
す
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
使
賭
し
た
い
」
　
と
意
欲
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。


